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1 ようこそ
GarageBandへ

本書では、「
GarageBand」を使ってプロジェクトを作成する場合に役
立つ情報を提供し、各手順をステップバイステップで示します。

以下の各章では、「
GarageBand」のウインドウの各部について説明し、オリジナルの音楽プロジェ
クトを作成する場合に役立つレッスンを提供します。「
GarageBandスタートアップガイド」の各章
では、以下の項目を取り上げます：

Â「
GarageBand各部の説明」では、「
GarageBand」のウインドウおよびコントロールの各部につい
て説明します。

Â「プロジェクトで作業する」では、新規プロジェクトを作成する方法、およびプロジェクトを保存、

アーカイブ、書き出す方法について解説します。

Â「
Apple
Loopsを使う」では、ループブラウザで
Apple
Loopsを検索およびプレビューする方法、

Apple
Loops をタイムラインへ追加する方法、オリジナルの
Apple
Loopsを作成する方法につい
て解説します。

Â「タイムラインで作業する」では、タイムラインでリージョンをアレンジしてプロジェクトを制作

する方法について解説します。

Â「リアル音源を使って作業する」では、リアル音源トラックの追加方法、モニタを入にする方法、

入力チャンネルおよび入力形式の設定方法、リアル音源の録音方法、リアル音源設定の変更方法

について解説します。

Â「ソフトウェア音源を使って作業する」では、ソフトウェア音源トラックの追加方法、ソフトウェ

ア音源の録音方法、ソフトウェア音源設定の変更方法について解説します。

Â「エディタで作業する」は、リアル音源リージョンおよびソフトウェア音源リージョンを編集する

ためのさまざまな方法について解説します。

Â「楽譜表示で作業する」では、ソフトウェア音源リージョンを楽譜として表示する方法、楽譜表示

で音符、音符のベロシティ、ペダル記号を編集する方法について解説します。

Â「ミキシングする／エフェクトを追加する」では、プロジェクトをミックスする際の手順、および

「
GarageBand」に付属のエフェクトを使用する方法について解説します。

Â「
GarageBandで
Podcastを作成する」では、オーディオ 
Podcastエピソードやビデオ
Podcastエピ
ソードを作成する方法、およびそれを書き出したり、「
iWeb」に送信したりする方法について解
説します。






8 第
1章    ようこそ
GarageBandへ





Â「
iMovie またはビデオのサウンドトラックを作成する」では、ビデオファイルをプロジェクトに読
み込んだり、ビデオを表示したり、ビデオのオーディオを編集したり、マーカー、
URL、チャプ
タ・タイトルを追加したり、完成したムービーを「
iDVD」や「
iWeb」に送信したり、
QuickTime
ムービーとして書き出したりする方法について解説します。

また、「
GarageBandスタートアップガイド」に含まれる付録では、キーボードショートカットのリ
ストを記載し、お使いのコンピュータに楽器を接続する方法について説明しています。

「
GarageBand
3」の新機能
「
GarageBand
3」には、以下の新機能および機能拡張が用意されています：

Â メディアブラウザを使って、
iPhotoライブラリの写真、
iTunesライブラリの曲、「ムービー」フォ
ルダの
iMovie プロジェクトを検索してプレビューし、プロジェクトに読み込むことができます。

iLifeプレビュー付きでプロジェクトに保存したほかの
GarageBandプロジェクトも読み込むこと
ができます。

Â「
GarageBand」で、拡張
Podcastやビデオ
Podcastなどの
Podcastを作成できます。オーディオの
録音やミキシングの作業中に、
Podcastプレビューパネルで 
Podcastを表示できます。アートワー
ク、
URL、チャプタ・タイトルを含むマーカーを追加して編集することもできます。
Podcastエピ
ソードを作成し終えたら、それを「
iWeb」に送信してインターネットに公開したり、ほかのアプ
リケーションを使って書き出して公開したりできます。

Â




iMovie プロジェクトを「
GarageBand」に送信したり、ビデオファイルを読み込んだり、ビデオ
のサウンドトラックを作成したりすることができます。作業中にビデオを表示し、ビデオのオ－

ディオトラックを編集してマーカーと

URL
を追加します。サウンドトラックを作成したら、プロ
ジェクトを「
iDVD」に送信したり、ビデオ
Podcast や
QuickTime ムービーとして書き出したり
することができます。

Â




GarageBandプロジェクトで、「
iChat」のオーディオおよびビデオ会議を録音できます。

Â「
GarageBand」には、
Podcastエピソードで使用するよう設計された、新しい
Apple
Loopsが用
意されています。
Podcast を作成する際に、ループブラウザから
 Podcast サウンドを追加して、
そのサウンドを新しい「
Sound
Effect」ソフトウェア音源で使用できます。

Â「トラック情報」パネルは「
GarageBand」のメインウインドウに統合されました。「トラック情
報」パネルを表示すると、パネルはタイムラインの右側から出て来ます。このとき、パネルはメ

インウインドウのほかの部分にかぶらないように表示されます。

Â デフォルトでは、リアル音源の録音とループは曲のテンポに合うように調整されます。さらに、

個々のリアル音源リージョンをオリジナルのテンポに保つように設定できるようになりました。

Â プロジェクトを圧縮して保存することにより、ファイルサイズを小さくして共有しやすくするこ

とができます。

Â「
GarageBand」のプロジェクトの長さは、最大で

1999
小節になりました（以前の

2
倍）。
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始める前に
作業を進めやすくするために、各レッスンを始める前にレッスンをプリントしてください。

本書で説明する作業の多くでは、メニューコマンドを選択する必要があります。このレッスンと

「
GarageBandヘルプ」では、メニューコマンドの操作を次のように示しています：

「編集」＞「選択項目を結合」と選択します。

最初の角かっこの前にある語は、「
GarageBand」のメニューバーにあるメニューの名前です。角かっ
この後にある語はすべて、そのメニューから選ぶ項目です。

学習内容
「
GarageBand」を使用すると、作曲家、バンドのリーダー、ミキシングエンジニアになって、オリ
ジナルのプロジェクトを作成できます。
Apple
Loops を追加したり、コンピュータに楽器またはマ
イクを接続してリアル音源トラックで録音したり、「
GarageBand」に付属のソフトウェア音源を演
奏したり、またはこれらの方法を組み合せて、プロジェクトを作成することができます。このマニュ

アルでは、以下の方法について学びます：

Â プロジェクトを作成する／開く／保存する

Â プロジェクトのテンポ、キー、拍子、および長さを設定する

Â ループブラウザを使って
Apple
Loopsを検索およびプレビューし、プロジェクトに追加する

Â リアル音源とソフトウェア音源の両方を演奏して録音する

Â リアル音源リージョンやソフトウェア音源リージョンをタイムライン上でアレンジし、エディタ

で編集する

Â ソフトウェア音源リージョンを楽譜で表示して編集する

Â「
iMovie」からムービーを送信し、「 
GarageBand」でサウンドトラックを作成したり、ムービー
のオーディオトラックを編集したり、マーカーを追加したり、ムービーを「
iDVD」に送信したり
できるようにする

Â「
GarageBand」で拡張
Podcastまたは拡張ビデオ
Podcast を作成して、「
iWeb」に送信したり、

Podcastエピソードとして書き出したりする

必要なもの
「
GarageBand」を使って音楽を作成するために必要なものは、「お読みください」ファイルに記載さ
れているシステム要件を満たす
Macintoshコンピュータだけです。音楽制作の可能性を広げるため
に、必要に応じて以下の機材を使用できます：

Â 声またはアコースティック楽器を録音するためのマイク

Â ギター、ベース、キーボードなどの電子楽器

Â ソフトウェア音源を演奏して録音するための音楽用キーボード（
USB または
MIDI対応）

Â 音源やマイクを接続するためのオーディオインターフェイス

Â 作成した音楽をより高い音質で聴くためのスピーカーまたはモニター
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詳しい情報を探す
新しい機能、使用上のヒント集、サポートしている音楽機材の一覧など、「
GarageBand」に関する
詳細および最新情報については、「
GarageBand」の
Webサイト（
www.apple.com/jp/ilife/
garageband）にアクセスしてください。

「
GarageBand」の使用中にヘルプを参照するには、「
GarageBand」が開いているときに、「ヘルプ」
メニューの「
GarageBand ヘルプ」を選択してください。ヘルプでは、このマニュアルで扱う各ト
ピックのより詳細な情報に加え、このマニュアルのトピック以外のさまざまな情報や手順について

も説明しています。

サポートについては、「
GarageBand」のサポートサイト（
www.apple.com/jp/support/garageband）
にアクセスしてください。
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GarageBand各部の説明

「
GarageBand各部の説明」では、「
GarageBand」のウインドウの機
能やコントロールを紹介します。「
GarageBand」では、これらのコン
トロールを使用してプロジェクトを作成します。

「
GarageBand」のコントロールの名前や機能を理解すると、「
GarageBand」のヘルプで質問の答え
を見つけるのが簡単になるので、「 
GarageBand
スタートアップガイド」のレッスンを最後まで終え
る予定がない場合でも以下のページをお読みください。

以下のページでは、タイムライン、ループブラウザ、エディタなど、「
GarageBand」の主なウイン
ドウと「トラック情報」パネルについて説明します。タイムラインではリアル音源とソフトウェア

音源の録音、プロジェクトのアレンジとミックスを行い、ループブラウザではループの検索とプレ

ビューを行い、「トラック情報」パネルではトラックの音源、エフェクト、および入力の設定を変更

します。
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「
GarageBand」のウインドウ

JIHG

E

D

C

A B

F
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A
 トラックヘッダ：音源のアイコンと名前が各トラックのヘッダの左に表示されます。新しいトラック名を入
力するには、名前をクリックします。録音可能ボタン（赤い丸のボタン）をクリックしてトラックの録音を

入にします。トラックを無音状態にする（ミュート）には、ミュートボタン（スピーカーアイコンの付いた
ボタン）をクリックします。特定のトラックだけを聴くには、ソロボタン（ヘッドフォンアイコンの付いた

ボタン）をクリックします。トラックのロックボタンをクリックして、トラックをロックします。トラック
の音量カーブを表示するには、三角形をクリックします。


B
 トラックミキサー：パンダイヤルをドラッグして、トラックのパンポジション（ステレオフィールドの左右
の配置）を調整します。音量スライダをドラッグして、トラックの音量を調整します。レベルメーターで、

録音中および再生中のトラックの音量レベルを確認します。

C
 タイムライン：リアル音源やソフトウェア音源の録音、ループの追加、およびリージョンのアレンジを行う

トラックが表示されます。また、ここにはビートルーラも表示されます。ビートルーラを使って再生ヘッド
を移動し、タイムライン上の項目をビートおよび小節にそろえます。タイムラインの機能およびコントロー

ルの詳細については、
14
ページの「タイムライン」を参照してください。

D
 拡大／縮小スライダ：拡大／縮小スライダをドラッグすると、タイムラインを拡大して一部を詳細に表示し

たり、タイムラインを縮小して広い範囲を表示したりできます。

E
 トラック追加ボタン：クリックすると、タイムラインの既存のトラックの下にトラックが追加されます。


F ループブラウザおよびエディタボタン：クリックすると、ループブラウザまたはエディタが開きます。


G
 トランスポートコントロール：録音ボタンをクリックすると、録音が開始されます。再生ボタンをクリック
すると、プロジェクトの再生が開始または停止されます。頭出し、巻き戻し、または早送りボタンをクリッ
クすると、再生ヘッドがプロジェクトのさまざまな部分に移動します。サイクルボタンをクリックすると、

サイクルリージョン機能の入と切が切り替わります。

H
 時間表示／音源チューナー：時間表示では、再生ヘッドの位置が、音楽的な時間（小節、ビート、単位）ま

たは絶対的な時間（時、分、秒、ミリ秒）で表示されます。再生ヘッドの新しい位置を入力するときは、数
字をドラッグするかダブルクリックします。

時間表示の右側には、プロジェクトのテンポが表示されます。新しいテンポを設定するときは、テンポをク
リックして押さえたまま、スライダをドラッグします。

小さい音叉アイコンをクリックすると、時間表示に音源チューナーを表示することもできます。この
チューナーを使用することで、コンピュータに接続されたリアル音源のチューニングをチェックすること
ができます。


I
 マスター音量スライダおよびレベルメーター：音量スライダをドラッグして、プロジェクトのマスター出力
音量レベルを調整します。レベルメーターを観察して、プロジェクトを書き出す前にクリップノイズが発生

しているかどうかを確認します。

J トラック情報およびメディアブラウザボタン：クリックすると、トラック情報パネルまたはメディアブラウ

ザが開きます。






14 第
2章    
GarageBand各部の説明





タイムライン
タイムラインには、リアル音源やソフトウェア音源の録音、ループの追加、およびリージョンのア

レンジを行うトラックが表示されます。
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B
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A
 ビートルーラ：タイムライン上の音楽的な時間の単位であるビートと小節が表示されます。ビートルーラを
クリックして、再生ヘッドをタイムライン内の特定の位置に移動することができます。


B
 トラック：リアル音源やソフトウェア音源をトラックに録音し、ループをトラックにドラッグしてプロジェ
クトに追加します。プロジェクトをアレンジするときは、タイムラインでトラックのリージョンを編集し

ます。

C
 再生ヘッド：プロジェクトの中の現在再生している位置、または再生ボタンをクリックしたときに再生が開

始される位置を示します。また、カットおよびコピーした項目をタイムライン上でペーストした場所を示し
ます。再生ヘッドを移動して、プロジェクトの中の再生する部分を変更することができます。


D
 グリッドボタン：タイムライングリッドの音価を選択するか、または「自動」を選択して拡大／縮小時に値
が変化するようにします。


E
 音量カーブおよびパンカーブ：音量カーブまたはパンカーブをトラックに追加し、音量カーブまたはパン
カーブ上でコントロールポイントを追加および調整して、プロジェクトのさまざまな部分に動的な変化を追

加します。

F リージョン：リアル音源やソフトウェア音源を録音したり、ループを追加したりするときは、タイムライン

にリージョンを作成します。リージョンのカット、コピー、ペースト、ループ、サイズ変更、移動、トラン
スポーズ、その他の変更を加えて、プロジェクトをアレンジすることができます。


G
 マスタートラック：マスタートラックにエフェクトや音量カーブを追加すると、プロジェクト全体のサウン
ドを変更できます。ピッチカーブを追加して、プロジェクトの各部分を別のキーにトランスポーズすること

もできます。

H
 再生ヘッドロックボタン：タイムラインとエディタのロックを解除すると、タイムラインとエディタとでプ

ロジェクトのさまざまな部分を表示できます。

I
 スクロールバー：水平方向のスクロールバーをドラッグすると、プロジェクトのほかの部分に移動します。

垂直方向のスクロールバーをドラッグすると、現在表示されていないトラックが表示されます。
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エディタ
エディタでは、トラックの一部が顕微鏡のように拡大して表示されます。エディタでは、リアル音

源リージョンとソフトウェア音源リージョンをさまざまな方法で編集できます。

リアル音源の場合
リアル音源トラックを選択すると、トラックまたは選択したリージョンの波形がエディタに表示さ

れます。エディタでは、リージョンの移動、切り出し、結合、トランスポーズ、および名前変更が

できます。


A
 リージョン名フィールド：選択したリージョンの新しい名前をフィールドに入力します。


B 「リージョンピッチ」スライダおよびフィールド：スライダをドラッグすると、選択したリアル音源リージョ
ンを最大で
12半音上または下にトランスポーズできます。半音の数をフィールドに入力することもできます。


C
 拡大／縮小スライダ：拡大／縮小スライダをドラッグすると、トラックや選択したリージョンを拡大して一
部を詳細に表示したり、トラックや選択したリージョンを縮小して広い範囲を表示したりできます。エディ
タでの拡大／縮小操作は、タイムラインには関係しません。


D
 ビートルーラ：エディタ上に表示されている領域のビートと小節が表示されます。


E 再生ヘッド：プロジェクトの中の現在再生している位置を示します。


F 波形表示：トラックのリージョンの波形が表示されます。


G 「チューニング補正」スライダおよびチェックボックス：右側にドラッグすると、チューニングの補正量が
増え、左側にドラッグすると、補正量が減ります。「キーに限定」チェックボックスを選択すると、チュー
ニング補正した結果得られる音がプロジェクトのキーに限定されます。


H
 「タイミング補正」スライダおよびポップアップメニュー：右側にドラッグすると、タイミングの補正量が
増え、左側にドラッグすると、補正量が減ります。ポップアップメニューから、使用する音価とタイミング

補正の基準となるリズムを選択します。

I
 スクロールバー：スクロールバーをドラッグすると、トラックのほかの部分に移動します。

G I
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ソフトウェア音源
–グラフィック表示の場合
ソフトウェア音源トラックを選択すると、トラックまたは選択したリージョンがグラフィック形式

でエディタに表示されます。ソフトウェア音源リージョンの音符を個別に編集したり、音符のタイ

ミングを修正したり、リージョンをトランスポーズしたり、リージョンの名前を変更したりするこ

とができます。音楽キーボードの演奏時に録音されたピッチベンド、モジュレーションホイール、サ

ステインペダルなどのコントローラデータを表示して編集することもできます。


A
 リージョン名フィールド：選択したリージョンの新しい名前をフィールドに入力します。


B 「リージョンピッチ」スライダおよびフィールド：スライダをドラッグすると、選択したソフトウェア音源
リージョンを最大で
36 半音上または下にトランスポーズできます。半音の数をフィールドに入力すること
もできます。


C ベロシティのスライダとフィールド：スライダをドラッグすると、選択した音符のベロシティを変更できま
す。ベロシテイの値をこのフィールドに入力することもできます。音符のベロシティは、その音符を演奏す
るときのキーを押す強さを反映します。


D
 拡大／縮小スライダ：拡大／縮小スライダをドラッグすると、トラックを拡大して一部を詳細に表示したり、
トラックを縮小して広い範囲を表示したりできます。


E グラフィック／楽譜表示ボタン：クリックすると、エディタがグラフィック表示または楽譜表示に切り替わ
ります。


F
 表示ポップアップメニュー：エディタに音符を表示するか、コントローラのデータを表示するかを選択し
ます。


G
 タイミング修正ボタン：このボタンをクリックすると、選択したリージョンの音符またはエディタで選択し
た音符が最も近いグリッド位置に移動するように、音符のタイミングが修正されます。


H
 ビートルーラ：エディタ上に表示されている領域のビートと小節が表示されます。


I 再生ヘッド：プロジェクトの中の現在再生している位置を示します。


J 音符／コントローラデータの表示：ソフトウェア音源リージョンの個々の音符がグラフ形式で表示されま
す。音符を移動したり音符のサイズを変更したりして、音符のピッチ、再生が開始される位置、および再生

される長さを調整することができます。「表示」ポップアップメニューで選択したコントローラデータが表
示されます。


K
 スクロールバー：スクロールバーをドラッグすると、トラックのほかの部分に移動します。
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ソフトウェア音源
–楽譜表示の場合
ソフトウェア音源トラックおよびリージョンは楽譜形式で表示することもできます。楽譜表示では、

音符、和音など、音楽イベントが、標準的な記譜法で表示されます。楽譜表示では、音符を編集し

たり、コントローラ情報（ベロシティやサステインのペダル記号を含む）を編集したりすることが

できます。


A
 リージョン名フィールド：選択したリージョンの新しい名前をフィールドに入力します。


B 「リージョンピッチ」スライダおよびフィールド：スライダをドラッグすると、選択したソフトウェア音源
リージョンを最大で
36 半音上または下にトランスポーズできます。半音の数をフィールドに入力すること
もできます。


C ベロシティのスライダとフィールド：スライダをドラッグすると、選択した音符のベロシティを変更できま
す。ベロシテイの値をこのフィールドに入力することもできます。音符のベロシティは、その音符を演奏す
るときのキーを押す強さを反映します。


D
 拡大／縮小スライダ：拡大／縮小スライダをドラッグすると、トラックを拡大して一部を詳細に表示したり、
トラックを縮小して広い範囲を表示したりできます。


E グラフィック／楽譜表示ボタン：クリックすると、エディタがグラフィック表示または楽譜表示に切り替わ
ります。


F
 音価ボタン：クリックすると、追加する音符の音価を選択できます。


G
 タイミング修正ボタン：このボタンをクリックすると、選択したリージョンの音符またはエディタで選択し
た音符が最も近いグリッド位置に移動するように、音符のタイミングが修正されます。


H
 ビートルーラ：エディタ上に表示されている領域のビートと小節が表示されます。


I 再生ヘッド：プロジェクトの中の現在再生している位置を示します。


J 楽譜表示：ソフトウェア音源リージョンの個々の音符がグラフ形式で表示されます。音符を移動して、音符
のピッチ、再生が開始される位置、および再生される長さを調整することができます。


K
 スクロールバー：スクロールバーをドラッグすると、トラックのほかの部分に移動します。
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Podcastおよびビデオ
–マーカー表示の場合

Podcast エピソードで作業を行っているときに、エディタでマーカーを表示したり編集したりでき
ます。マーカーリストで、各マーカーの時間位置、マーカーリージョンアートワーク、
URL、
URLタ
イトル、およびチャプタ・タイトルを編集できます。また、エディタでエピソードアートワークを

追加することもできます。


A 「エピソードのアートワーク」ウェル：
Podcastを示すアートワークをここにドラッグします。
（
Podcastを作成する場合にのみ表示されます。）


B
 「チャプタをマーク」チェックボックス：選択したマーカーでチャプタをマークするかどうかを示します。
「アートワークを表示」チェックボックス：選択したマーカーにマーカーリージョンアートワークが含まれ
るかどうかを示します。（
Podcastを作成する場合にのみ表示されます。）

「URLを表示」チェックボックス：選択したマーカーに
URLがあるかどうかを示します。

C
 「マーカーを追加」ボタン：再生ヘッドの位置にマーカーを追加します。


D マーカーリスト：各マーカーの開始時間、アートワーク（
Podcastの場合）またはビデオフレーム（ビデオ
の場合）、チャプタ・タイトル、
URL、および
URLタイトルを表示します。


E
 「時間」カラム：各マーカーの開始時間を表示します。


F 「アートワーク」カラム：各マーカーリージョンのアートワークを表示します。アートワークを追加するに
は、メディアブラウザからイメージファイルをドラッグします。（
Podcast を作成する場合にのみ表示され
ます。）

静止画フレームカラム：各マーカーの位置にあるビデオフレームを表示します。
（ビデオを使って作業する場合にのみ表示されます。）


G
 「チャプタ・タイトル」カラム：各チャプタマーカーのタイトルを表示します。クリックしてマーカーのタ
イトルを入力します。


H 「URL タイトル」カラム：各マーカーリージョンの
URL のタイトルを表示します。クリックして
URLのタ
イトルを入力します。


I 「URL」カラム：各マーカーリージョンの
URLを表示します。リンクを表示したい
Webサイトの
URL（ア
ドレス）を入力します。
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ループブラウザ
ループブラウザを使うと、ループをすばやく検索してプロジェクトに追加することができます。ルー

プの検索は、音源、音楽のジャンル、またはムードのキーワードを使用して行うことができます。テ

キスト検索を実行して、いくつかの方法で検索結果を絞り込むこともできます。ループブラウザに

は、一致する各ループのテンポ、キー、およびビート数が表示されます。ループをプロジェクトに

追加する前にループブラウザでプレビューしたり、ループブラウザにループをドラッグして

「
GarageBand」に追加したりすることができます。

ループブラウザでは、
2
通りの方法でループを検索することができます：ボタン表示とカラム表示
です。

ボタン表示
ボタン表示では、ループブラウザにキーワードボタンのセットが表示されます。ボタンをクリック

すると、そのキーワードに一致するループが結果リストに表示されます。複数のボタンをクリック

すると、選択したすべてのキーワードに一致するループに結果が絞り込まれます。


A
 キーワードボタン：キーワードボタンをクリックすると、そのキーワードに一致するループが結果リストに
表示されます。複数のキーワードをクリックすると、結果を絞り込むことができます。


B
 表示ボタン：いずれかのボタンをクリックすると、カラム表示、ボタン表示、または
Podcastサウンド表示
に切り替わります。


C
 「スケール」ポップアップメニュー：スケールタイプを選択すると、その音楽スケールを使用するループだ
けが表示されます。


D
 検索フィールド：フィールドにテキストを入力すると、ファイル名またはパスにそのテキストを含むループ
が表示されます。


E
 プレビュー音量スライダ：スライダをドラッグすると、プレビューしているループの音量を調整できます。


F
 結果リスト：選択したキーワードに一致するループが表示されます。各ループのテンポ、キー、およびビー
ト数も表示されます。結果リスト内のループをクリックすると、そのループをプレビューできます。ループ
の「お気に入り」チェックボックスを選択すると、そのループがお気に入りに追加されます。


G ループライブラリ・ポップアップメニュー：ループブラウザに表示したいループを選択します。
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カラム表示と
Podcastサウンド表示
カラム表示では、ループブラウザにキーワードの種類、カテゴリ、およびキーワードのカラムが表

示されます。キーワードの種類をクリックするとそのタイプのカテゴリが表示され、カテゴリをク

リックするとキーワードが表示され、キーワードをクリックすると一致するループが結果リストに

表示されます。複数のキーワードをクリックすると、選択したキーワードのいずれかに一致するルー

プが表示され、より多くの検索結果が表示されます。


Podcast サウンド表示では、ボタン表示とは異なるキーワードボタンのセットがループブラウザに
表示されます。これらのボタンには、
Podcast に適したサウンドエフェクト、ジングル、その他の
ループがあります。
Podcastサウンド表示のボタンでの作業方法は、ボタン表示の場合と同じです。


A
 キーワードの種類カラム：キーワードの種類をクリックすると、そのキーワードの種類に対応するカテゴリ
が中央のカラムに表示されます。


B
 カテゴリーカラム：カテゴリーをクリックすると、そのカテゴリーに対応するキーワードが右側のカラムに
表示されます。


C
 キーワードカラム：キーワードをクリックすると、そのキーワードに一致するループが結果リストに表示さ
れます。複数のキーワードをクリックすると、結果を拡張することができます。


D
 表示ボタン：いずれかのボタンをクリックすると、表示がカラム表示、ボタン表示、または
Podcastサウン
ド表示に切り替わります。


E
 「スケール」ポップアップメニュー：スケールタイプを選択すると、そのスケールを使用するループだけが
表示されます。


F
 検索フィールド：フィールドにテキストを入力すると、ファイル名またはパスにそのテキストを含むループ
が表示されます。


G
 プレビュー音量スライダ：スライダをドラッグすると、プレビューしているループの音量を調整できます。


H
 結果リスト：選択したキーワードに一致するループが表示されます。各ループのテンポ、キー、およびビー
ト数も表示されます。結果リスト内のループをクリックすると、そのループをプレビューできます。ループ

の「お気に入り」チェックボックスを選択すると、そのループがお気に入りに追加されます。
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「トラック情報」パネル
「トラック情報」パネルには、選択したトラックの現在の音源、エフェクト、および入力設定、また

はマスタートラックのマスターエフェクト設定が表示されます。「トラック情報」パネルでこれらの

設定を変更できます。

リアル音源トラックとソフトウェア音源トラック
「トラック情報」パネルの一部のコントロールは、リアル音源トラックの場合とソフトウェア音源ト

ラックの場合とでは異なります（下記を参照）。
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A
 音源カテゴリーリスト：音源のカテゴリーをクリックすると、そのカテゴリーに対応する音源が右側の音源
リストに表示されます。


B




 音源ライブラリポップアップメニュー：カテゴリーリストおよび音源リストに表示したい音源を選択します。

C
 音源リスト：リストから音源をクリックします。


D 音源アイコンポップアップメニュー：クリックすると、表示されるアイコンメニューから新しい音源アイコ
ンを選択できます。アイコンを使い分けると、同種の音源を使うトラックを区別しやすくなります。


E
 「詳細」の三角形：クリックすると、音源とエフェクトの設定が表示されます。


F
 エフェクトのチェックボックス、スライダ、およびポップアップメニュー：エフェクトのチェックボックス
を選択または選択解除して、エフェクトの入と切を切り替えます。スライダをドラッグしてエフェクトのレ
ベルを調整するか、またはポップアップメニューから項目を選択します。

「トラック情報」パネルには、リアル音源用とソフトウェア音源用に次のエフェクトがあります：

Â ノイズゲート（リアル音源トラックのみ）：スライダをドラッグすると、ゲートの適用量を調整できます。
Â ジェネレータとジェネレータプリセットのポップアップメニュー（ソフトウェア音源トラックのみ）：
メニューから、音源ジェネレータとジェネレータのプリセットを選択します。

Â「コンプレッサー」スライダ：スライダをドラッグすると、コンプレッションの適用量を調整できます。
Â「イコライザー」ポップアップメニュー：ポップアップメニューから
EQ設定を選択します。
Â エフェクトおよびエフェクト設定ポップアップメニュー：チェックボックスを選択または選択解除して、
追加したエフェクトの入と切を切り替えます。左のポップアップメニューからエフェクトを選択して、右

のポップアップメニューからエフェクトのプリセットを選択します。
Â「エコー」スライダ：スライダをドラッグすると、エコーの適用量を調整できます。
Â「リバーブ」スライダ：スライダをドラッグすると、リバーブの適用量を調整できます。


G
 入力チャンネルのポップアップメニューとボタン（リアル音源トラックのみ）：音源の入力チャンネル（
1つ
または複数）を「入力」ポップアップメニューから選びます。「音量」スライダをドラッグして、選択した
チャンネルの入力音量を設定します。「モニタ」ポップアップメニューで「入」または「切」を切り替えます。


H
 エフェクトの編集ボタン：クリックすると、エフェクトのプリセットウインドウが表示されます。このウイ
ンドウで、エフェクトのプリセットを編集できます。


I
 「音源を保存」および「音源を削除」ボタン：音源を保存するときは、「音源を保存」ボタンをクリックしま
す。保存した音源を削除するときは、「音源を削除」ボタンをクリックします。
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マスタートラック
マスタートラックの「トラック情報」パネルには、プロジェクト全体に適用されるグローバルなプ

ロジェクト設定とエフェクト設定が表示されます。グローバルなプロジェクト設定には、テンポ、拍

子、およびキーが含まれます。グローバルなエフェクト設定には、マスターのエコー、リバーブ、イ

コライザー、およびコンプレッサーが含まれます。

I

A CB

G

H

J

I

F

D

E
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各トラックの「エコー」スライダと「リバーブ」スライダで、そのトラックからマスターのエコー

エフェクトとリバーブエフェクトにセンド（
send、送信）されるエコーとリバーブのレベルを制御
します。マスタートラックの「トラック情報」パネルでは、これらのエフェクトのサウンドを制御

するマスターエコーとリバーブのプリセットを変更できます。


A
 マスターエフェクトカテゴリ・リスト：カテゴリをクリックすると、そのカテゴリに対応するエフェクトが
右側のマスターエフェクトリストに表示されます。


B
 マスターエフェクト・ポップアップメニュー：カテゴリ・リストおよびエフェクトリストに表示したいマス
ターエフェクトをこのポップアップメニューから選択します。


C
 マスターエフェクトリスト：リストからマスターエフェクトのセットをクリックします。


D
 テンポスライダおよびフィールド：スライダをドラッグしてプロジェクトのテンポを変更するか、フィール
ドに新しいテンポを入力します。


E
 「拍子」ポップアップメニュー：このポップアップメニューから拍子を選択します。


F 「キー」ポップアップメニュー：このポップアップメニューからキーを選択します。


G
 「詳細」の三角形：クリックすると、グローバルなエフェクト設定が表示されます。


H
 エフェクトのチェックボックス、ポップアップメニュー、およびスライダ：エフェクトのチェックボックス
を選択または選択解除して、エフェクトの入と切を切り替えます。エフェクトを調整するときは、ポップ

アップメニューから項目を選択するか、スライダをドラッグします。「トラック情報」パネルには、マスター
トラック用に次のエフェクトがあります：

Â「エコー」ポップアップメニュー：グローバルなエコープリセットを選択します。
Â「リバーブ」ポップアップメニュー：グローバルなリバーブプリセットを選択します。
Â エフェクトおよびエフェクト設定ポップアップメニュー：チェックボックスを選択または選択解除する
と、追加したエフェクトの入と切を切り替えることができます。左のポップアップメニューからエフェク

トを選択して、右のポップアップメニューからエフェクトのプリセットを選択します。
Â「イコライザー」ポップアップメニュー：ポップアップメニューからグローバルなイコライザー設定を選
択します。

Â「コンプレッサー」スライダ：スライダをドラッグすると、グローバルなコンプレッションの適用量を調
整できます。

Â「ダッキングの量」スライダ：ダッキングが有効な場合は、スライダをドラッグしてバッキングトラック
に適用するダッキングの量を調整します。


I
 エフェクトの編集ボタン：クリックすると、エフェクトのプリセットウインドウが表示されます。このウイ
ンドウで、エフェクトのプリセットを編集できます。


J 「マスターを保存」および「マスターを削除」ボタン：マスターエフェクトのセットを保存するときは、「マ
スターを保存」ボタンをクリックします。保存したマスターエフェクトのセットを削除するときは、「マス

ターを削除」ボタンをクリックします。
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メディアブラウザ
メディアブラウザを使うと、
iTunes ライブラリの曲、
iPhoto ライブラリの写真、
iMovie プロジェ
クトやその他のビデオファイルを検索して追加することができます。


A
 「オーディオ」、「写真」、および「ムービー」ボタン：作業を行いたいメディアファイルのタイプに対応する
ボタンをクリックします。


B
 ソースリスト：使用したいファイルを格納しているフォルダに移動します。また、
Finderからフォルダをド
ラッグして、追加することもできます。


C
 メディアリスト：メディアファイルを表示およびプレビューします。または、プロジェクトに追加するため
のメディアファイルを選択します。


D
 再生ボタン：クリックすると、選択したオーディオファイルまたはビデオファイルがプレビューされます。
（ここでは表示されていません。オーディオファイルやムービーを表示する場合にのみ表示されます。）


E
 検索フィールド：テキストを入力して、名前が一致するファイルを検索します。

C

B

E

A






3










 27


3 プロジェクトで作業する

「
GarageBand」では、新規プロジェクトを作成すること
から作業を始めます。プロジェクトには、音楽と音楽に
加えたすべての変更が保存されます。
すべてのプロジェクトにはテンポ、拍子、およびキーがあります。それらはプロジェクト全体に適

用されます。プロジェクトを作成するときは、「新規プロジェクト」ダイアログで、テンポ、拍子、

およびキーを設定します。アーカイブとしてプロジェクトを保存したり、「
iTunes」やその他の
iLife
アプリケーションにプロジェクトを書き出したりすることができます。

ここでは、以下の方法について学びます：

Â 新規プロジェクトを作成する

Â プロジェクトのテンポ、キー、および拍子を設定する

Â 既存のプロジェクトを開く

Â プロジェクトを保存する

プロジェクトを作成する
「
GarageBand」では、新規プロジェクトを作成することから作業を始めます。

新規プロジェクトを作成するには：

1 「ファイル」＞「新規」と選択します。


2 「新規プロジェクト」ダイアログで、作成したいプロジェクトのタイプを選択します。


3 表示されるダイアログで、プロジェクトを保存したい場所に移動して、「名前」フィールドにプロ

ジェクトの名前を入力します。


4 プロジェクトのテンポ、キー、および拍子を設定します。詳しくは、後の節を参照してください。
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5 プロジェクトの設定を作成し終えたら、「作成」をクリックします。

テンポを設定する
すべてのプロジェクトには、速度、つまりテンポがあります。テンポによって、そのプロジェクト

の中でビート（基本的なリズム拍）が発生する頻度が決まります。テンポは、
1分あたりのビート数
（bpm）で測定されます。テンポは、
60～
240
bpmの間の好きな速度に設定できます。デフォルト
のテンポは
120
bpmです。このテンポは、ポピュラー音楽でよく使われます。

テンポを設定するには：
m 「新規プロジェクト」ダイアログで、テンポを下げるときは「テンポ」スライダを左方向にドラッグ

し、テンポを上げるときは右方向にドラッグします。

参考：後で、タイムラインの下にある時間表示、またはマスタートラックの「トラック情報」パネ
ルでテンポを変更できます。

「テンポ」スライダ

キーのポップアップメニュー拍子のポップアップ
メニュー

スケールのポップアップメニュー

テンポを変更するときは

ここをクリックします。
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キーを設定する
すべてのプロジェクトには、使用するキーとスケール（「メジャー」または「マイナー」）がありま

す。キーは中心となる音を定め、ほかの音はその音に基づいて構成されます。

キーを設定するには：

1 「新規プロジェクト」ダイアログで、キーのポップアップメニューからキーを選択します。


2 キーのポップアップメニューの右側にあるスケールのポップアップメニューからスケールを選択し

ます。

参考：後で、マスタートラックの「トラック情報」パネルでキーを変更できます。

音源を録音したりループを追加した後でプロジェクトのキーを変更すると、ソフトウェア音源を

使った録音とループはすべて、新しいキーにトランスポーズされます。リアル音源を使った録音は

トランスポーズされません。

拍子を設定する
すべてのプロジェクトには拍子があります。拍子を使って、ビートと小節の関係を制御します。プ

ロジェクトの拍子はスラッシュで区切られた
2つの数字で構成されており、分数のように見えます。
左の数字は各小節の拍数を表し、右の数字はビート値（
1拍の音の長さ）を表します。


GarageBandプロジェクトで使用できる拍子は、
2/2、
2/4、
3/4、
4/4、
5/4、
7/4、
6/8、
7/8、
9/8、
または
12/8
です。デフォルト値は

4/4
です。この拍子が、最もよく使われています。

拍子を設定するには：
m 「新規プロジェクト」ダイアログで、「拍子」ポップアップメニューから拍子を選択します。

参考：後で、マスタートラックの「トラック情報」パネルで拍子を変更できます。

既存のプロジェクトを開く
既存のプロジェクトを開いて作業を続けることができます。

既存のプロジェクトを開くには：
m 「ファイル」＞「開く」と選択して、開きたいプロジェクトを見つけて選択し、「
OK」をクリックします。

また、「ファイル」＞「最近使った項目を開く」と選択し、サブメニューからプロジェクトをを選択

することで、最近開いた曲を開くこともできます。

現在開いているプロジェクトを閉じる場合は、新規プロジェクトを作成するか既存のプロジェクト

を開くかを確認するダイアログが表示されます。
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プロジェクトを保存する
作業中は、自分で加えた変更が失われないようこまめにプロジェクトを保存することが重要です。

プロジェクトを保存するには：

m 「ファイル」＞「保存」と選択します（または、コマンド＋
Sキーを押します）。

デフォルトでは、プロジェクトを保存する際、「
GarageBand」は、そのプロジェクトと共に
iLifeプ
レビューを作成します。
iLifeプレビューを使用すると、メディアブラウザやほかの
iLifeアプリケー
ションでプロジェクトをプレビューできますが、プロジェクトのファイルサイズが大きくなります。

「
GarageBand」の環境設定の「一般」パネルで、プロジェクトの
iLifeプレビューを作成するかどう
かを選択できます。

プロジェクトをアーカイブとして保存することもできます。プロジェクトをアーカイブとして保存

すると、そのプロジェクトが使用するすべてのオーディオファイル、ループ、およびほかのメディ

アがプロジェクトファイルに保存されます。この機能は、別のコンピュータにプロジェクトをコピー

したい場合や、オリジナルのリアル音源録音を使ったプロジェクトを複製している場合に特に便利

です。

プロジェクトをアーカイブとして保存するには：

1 「ファイル」＞「別名で保存」と選択します。


2 「別名で保存」ダイアログで、「アーカイブとして保存」チェックボックスを選択します。

また、プロジェクトは、共有しやすいように圧縮して保存することができます。圧縮して保存する

と、プロジェクトの中のオーディオが圧縮され、プロジェクトのファイルサイズが小さくなります。

圧縮して保存すると、オーディオ品質がいくらか劣化することがあります。

プロジェクトを圧縮して保存するには：

1 「ファイル」＞「別名で保存」と選択します。


2 「別名で保存」ダイアログで、「プロジェクトを圧縮して保存」チェックボックスを選択します。


3 「プロジェクトを圧縮して保存」チェックボックスの横にあるポップアップメニューから、使用した
い圧縮設定を選択します。
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iTunes
にプロジェクトを送信する
プロジェクトを
iTunesプレイリストに書き出して「
iTunes」で再生したり、
iPodに転送したり、プ
レイリストから
 CD を作成したりすることができます。ファイルは

AIFF
フォーマットで「
iTunes」
に書き出されます。書き出したファイルは、「
iTunes」で
AACや
MP3などの別のフォーマットに変
換できます。


iTunesプレイリストにプロジェクトを送信するには：
m 「共有」＞「
iTunes に曲を送信」と選択します。プロジェクトの先頭（第
1小節）から最後のリージョ
ンの終了ポイントまで、プロジェクト全体が書き出されます。

「
GarageBand」の「環境設定」の「書き出し」パネルで、ファイルの書き出し先となる「
iTunes」
プレイリストの名前、およびアルバムや作曲者の名前を設定できます。


1 トラック、または一部のトラックをまとめて「
iTunes」のプレイリストに書き出すこともできま
す。
1トラックを書き出す場合は、書き出す前にそのトラックをソロにします（またはそれ以外のト
ラックをすべてミュートします）。一部のトラックをまとめて書き出す場合は、書き出す前にそれら

のトラックをソロにします（またはその他のトラックをすべてミュートします）。






4
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Apple
Loopsを使う


Apple
Loops を使用して、バックトラックやリズムトラックをプロ
ジェクトに追加することができます。また、自分のループライブラリ
に
Apple
Loopsを追加して、オリジナルの
Apple
Loopsを作成する
こともできます。

現在のポピュラー音楽の多くは、「グルーヴ」や「リフ」とも呼ばれる繰り返しのリズムパターン、

特にドラムパートとベースパートを基にして作成されます。グルーヴを基にした形式の音楽を作成

する場合、効率的に作業するには、ドラムパートのループを追加し、その後でベースやその他のパー

トのループを追加します。これにより、プロジェクトのリズム感を定めることができます。また、異

なるグルーヴを使って各セクションの輪郭を作ることによって、プロジェクトの基本的なアレンジ

を作成できます。基本となるリズムパートを作成したら、リアル音源とソフトウェア音源を録音し

て、リードパート、ソロパート、およびハーモニーパートを追加できます。


Apple
Loops を追加することによって、プロジェクトのムードを簡単に設定できます。
Apple
Loops
は、リズムパターンを連続して繰り返すことができるように設計された、録音済みの音楽ファイル

です。タイムラインに追加したループは、好きな長さに延長できます。これにより、ドラムパート

やその他のリズムパートを簡単に作成することができます。

プロジェクトにループを追加すると、ループのテンポとキーがプロジェクトのテンポとキーと同じ

になるよう自動的に変更されます。そのため、異なる速度やキーで録音されたループを、一緒に再

生するのに最適な形で使用することができます。

ここでは、以下の方法について学びます：

Â ループブラウザでループを検索してプレビューする

Â タイムラインにループを追加する

Â オリジナルの
Apple
Loopsを作成する

Â ループライブラリにループを追加する
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ループブラウザでループを検索する
「
GarageBand」には、ループブラウザがあります。ループブラウザで、音源、ジャンル、またはムー
ドによってループを検索できます。テキスト検索を実行したり、さまざまな方法でループの検索結

果を絞り込んだりすることができます。ループコレクションがどんなに増えても、ループブラウザ

を使うことにより、目的のサウンドのループをすばやく検索できます。

ループブラウザを表示するには：

m ループブラウザボタン（開いている目の付いたボタン）をクリックします。

ループブラウザには、カラム表示、ボタン表示、および
Podcast サウンド表示の
3 種類の表示形態
があります。ボタン表示では、キーワードボタンをクリックして、そのキーワードと一致するルー

プを表示できます。カラム表示と
Podcast サウンド表示では、キーワードの種類、カテゴリ、およ
びキーワードを選択して、その組み合わせに一致するループを表示できます。ループブラウザの表

示形態は、ループブラウザの左下隅にある表示ボタンを使って選択できます。

表示の種類を選択するには：

m カラムの絵が描いてあるボタンをクリックするとカラム表示になり、音符の絵が描いてあるボタン

をクリックするとボタン表示になり、ベルの絵が描いてあるボタンをクリックすると
Podcast サウ
ンド表示になります。

カラム表示でループを検索する
カラム表示では、左側のカラムでキーワードの種類をクリックすると、そのキーワードの種類に対

応するカテゴリが中央のカラムに表示されます。カテゴリをクリックすると、そのカテゴリのキー

ワードが右側のカラムに表示されます。キーワードをクリックすると、一致するループが結果リス

トに表示されます。複数のキーワードをクリックすると、結果を拡張できます。

カラム表示でループを検索するには：

1 ループブラウザの左下にあるカラムボタンをクリックすると、カラム表示に切り替わります。


2 左側のカラムでキーワードの種類をクリックします。


3 中央のカラムでカテゴリーをクリックします。


4 右側のカラムでキーワードをクリックすると、一致するループが結果リストに表示されます。


5 結果を拡張するには、複数のカテゴリーまたはキーワードをクリックします。これにより、選択し

たカテゴリーまたはキーワードのいずれかでも一致するすべてのループが表示されます。

結果リストキーワードの種類の
カラム

キーワードの
カラム

カテゴリーの
カラム
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ここで、カラム表示でベースのループを検索してみましょう。まずキーワードの種類で「音源別」を

選択し、次に「ベース」カテゴリーを選択してから、「グルーヴ」キーワードを選択します。

ボタン表示またはカラム表示でループが見つかると、一致するループの合計数がループブラウザの

一番下の検索フィールドの横に表示されます。

ボタン表示でループを検索する
ボタン表示では、キーワードボタンがグリッド表示されます。ボタンをクリックすると、選択した

キーワードと一致するループが右側の結果リストに表示されます。複数のボタンをクリックすると、

結果を絞り込むことができます。

ボタン表示でループを検索するには：

1 ループブラウザの左下隅にある音符のボタンをクリックすると、ボタン表示に切り替わります。


2 キーワードボタンをクリックすると、一致するループが結果リストに表示されます。結果リストの

各列には、各ループの種類、名前、テンポ、キー、およびビート数が表示されます。


3 結果を絞り込むには、複数のキーワードボタンをクリックします。これにより、選択したすべての

キーワードと一致するループだけが表示されます。


4 検索を終了するときは、選択したキーワードボタンをもう一度クリックして選択を解除するか、「リ

セット」ボタンをクリックして選択したすべてのキーワードの選択を解除します。

あるキーワードをクリックすると、関連のないキーワード（選択したキーワードに関連付けられた

ループが含まれないキーワード）は淡色で表示されます。

ここで、ドラムループを検索してみましょう。ボタン表示で「ドラム」キーワードをクリックしま

す。リストをスクロールして、一致するループをすべて確認してみてください。検索フィールドの

横には、一致するループの数が表示されます。


Podcastサウンド表示でループを検索する

Podcastサウンド表示には、カラム表示とは異なるカラムのセットが用意されており、
Podcastサウ
ンドを簡単に検索して追加できます。
Podcast サウンド表示でループを検索する方法は、カラム表
示の場合と同じです。
Podcastの作成について詳しくは、
80
ページの「
GarageBandで
Podcastを
作成する」を参照してください。

キーワードボタンをクリックします。

一致するループが結果リストに
表示されます。
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ループブラウザでループをプレビューする
目的の条件を満たすループが見つかったら、ループブラウザでそれらをプレビューして聴くことに

よって、プロジェクトに最適なループを判断できます。そのループだけをプレビューする（ソロ）

か、プロジェクトと一緒に再生することができます。

ループをプレビューするには：

m 結果リストでループをクリックします。ループをもう一度クリックすると、ループのプレビューが

止まります。

プロジェクトにループまたは録音済み音源を追加したら、そのループをクリックする前に再生ボタ

ンをクリックすると、ループとプロジェクトを一緒にプレビューすることができます。プロジェク

トと一緒にループをプレビューするときは、ループのテンポとキーがプロジェクトのテンポとキー

と同じになり、ビートに合わせて再生が始まるようにループがプロジェクトに同期されます。

ループをプレビューするときは、ループブラウザの音量スライダを使ってループの音量を制御する

こともできます。

プレビューしているループの音量を調整するには：
m ループの音量を下げるときは、ループブラウザの音量スライダを左方向にドラッグします。ループ

の音量を上げるときは、右方向にドラッグします。

ループの音量をループブラウザで調整してから、そのループをタイムラインの何もない部分にド

ラッグしてプロジェクトに追加すると、そのループに作成されたトラックの音量もループと同じ音

量に設定されます。

ここで、前の手順で検索したループをプレビューして、好みに合うループを見つけてみましょう。

検索結果を絞り込む
ループブラウザでは、いくつかの方法で検索結果を絞り込むことができます。次の方法を利用でき

ます：

Â 特定の
Jam
Packまたはフォルダのループのみを表示する

Â 特定のスケールタイプを使ってループを表示する

Â プロジェクトのキーに近いキーのループだけを表示する

Â テキスト検索を実行する



ループの音量を調整するときは、
音量スライダをドラッグします。
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Jam
Packまたはフォルダのループを表示する
コンピュータに「
GarageBand
Jam
Pack」がインストールされている場合は、ループライブラリに
数千ものループが含まれている可能性があります。ループの検索を簡単にするために、特定の
 Jam
Pack のループのみを表示する、または「
GarageBand」に付属のループのみを表示するように選択
できます。オリジナルのループを作成している場合、または別のソースからループを追加した場合

は、それらのループのみを表示するように選択することもできます。

特定の
Jam
Packまたはフォルダのループを表示するには：
m 表示したいループを含む
Jam
Packまたはフォルダを「ループライブラリ」ポップアップメニューか
ら選択します。「ループライブラリ」ポップアップメニューを表示するには、ループブラウザの上部

にある「ループ」の右側をクリックします。

スケールタイプによって検索する
ドラムループ以外のほとんどのループは、特定の音楽スケールを使って録音されています。複数の

ループを一緒に再生するようにアレンジするときは、通常、同じスケールタイプのループを使いま

す。メジャースケールのループ、マイナースケールのループ、どちらのスケールでもないループ、ま

たは両方のスケールに使用できるループのみを結果リストに表示させることができます。

特定のスケールタイプのループだけを表示するには：
m 「スケール」ポップアップメニューからスケールタイプを選択します。

通常、ドラムループにはスケールタイプはありません。そのため、ここでは、前の手順で検索した

ベースループで、メジャースケールのループだけが表示されるように結果を絞り込んでみましょう。

近いキーのループだけを検索する
メロディやハーモニーの音源が含まれるループは、特定の音楽キーで録音されています。

「
GarageBand」では、ループをプロジェクトに追加すると、ループのキーがプロジェクトのキーと
同じになるように自動的に変更されます。ループのキーが元のプロジェクトのキーに近いほど、プ

ロジェクトのキーにトランスポーズされた後もループのサウンドが自然に聞こえます。ループが大

幅にトランスポーズされると、サウンドが不自然になったり歪んだりすることがあります。

「ループライブラリ」ポップアップメニューを
表示するにはここをクリックします。

ここでスケールタイプを
選択します。

ここに検索対象のテキストを
入力します。



第
4章    
Apple
Loopsを使う
 37





プロジェクトのキーに近いキーのループだけを表示するには：

1 「
GarageBand」＞「環境設定」と選択し、「ループ」をクリックします。


2 「ループ」パネルで、「より適切な結果を得るためにフィルタを適用する」チェックボックスを選択
します。

参考：「より適切な結果を得るためにフィルタを適用する」チェックボックスは、デフォルトで選択
されています。プロジェクトのキーから離れたキーのループを表示するときは、チェックボックス

の選択を解除します。

特定のテキストを検索する
検索フィールドを使用すると、ファイル名またはパスに特定の文字列が含まれるループをすばやく

検索できます。これにより、ループを名前で検索したり、特定のフォルダに含まれるすべてのファ

イルを検索したりすることができます。

テキスト検索を使ってループを検索するには：

m 検索フィールドに検索したい文字列を入力して、
Returnキーを押します。ファイル名またはパスに
その文字列が含まれるループが、結果リストに表示されます。

検索フィールドに「
acoustic」、「
club」、または「
funk」と入力して、前の手順で検索したドラムルー
プを絞り込んでみましょう。別の単語を入力して、どんな結果になるかを確認してみてください。

複数の方法を組み合わせて特定のループを検索することもできます。たとえば、キーワードと共に

「スケール」ポップアップメニューまたは検索フィールドを使って、メジャースケールのベースルー

プだけを検索したり、ファイル名に「
latin」が含まれるパーカッションループだけを検索したりす
ることができます。

タイムラインにループを追加する
プロジェクトに使用したいループが見つかったら、そのループをタイムラインに追加します。

ループをタイムラインに追加するには：
m ループブラウザのループをタイムラインの何もない部分（トラックのない部分）にドラッグします。

適切な種類の新しいトラックが作成され、新しいトラックにループが追加されます。

新しいトラックを作成してから、そのトラックに同じ種類（リアル音源またはソフトウェア音源）の

ループをドラッグすることもできます。トラックの作成について詳しくは、第 
6
章および第 
7
章を
参照してください。

ループ用に新しいトラックを作成するときは、
タイムラインの何もない部分にループを

ドラッグします。
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Apple
Loops には
2 種類あります：リアル音源ループとソフトウェア音源ループです。ループブラ
ウザでは、ループのアイコンによってループの種類が示されます。リアル音源ループは、リアル音

源トラックだけにドラッグできます。ソフトウェア音源ループは、リアル音源トラックまたはソフ

トウェア音源トラックのいずれかにドラッグできます。どちらの種類のループもタイムラインの何

もない部分にドラッグすると、新しいトラックが作成されます。

ソフトウェア音源ループをタイムラインにドラッグするときに、ソフトウェア音源ループをリアル

音源ループに変換することもできます。リアル音源ループは再生に必要な処理能力が少ないので、特

にプロジェクトに多数のループが含まれる場合は、プロジェクトで使用できるトラックとエフェク

トが多くなります。

ソフトウェア音源ループをリアル音源ループに変換するには：

m



Option キーを押しながら、ループをループブラウザからタイムラインにドラッグします。

デフォルトでは、
Optionキーを押しながらソフトウェア音源ループをドラッグすると、リアル音源
ループに変換されます。ソフトウェア音源ループをドラッグするとリアル音源ループに変換され、

Optionキーを押してドラッグしてもループが変換されないようにデフォルトを変更することができ
ます。

ソフトウェア音源ループを変換するためのデフォルト特性を変更するには：

1 「
GarageBand」＞「環境設定」と選択し、「ループ」をクリックします。


2 「タイムラインにループを追加する」の横の「リアル音源に変換」チェックボックスを選択します。

ループをプロジェクトに追加すると、タイムラインにそのループのリージョンが作成されます。ルー

プリージョンを編集しても、元のループは変更されません。そのため、ループのサウンドをいつで

も元に戻すことができ、元のループを別のプロジェクトに使うこともできます。

ここで、前の手順で検索したドラムループとベースループをいくつかタイムラインに追加してみま

しょう。

オリジナルの
Apple
Loopsを作成する
録音したリアル音源リージョンとソフトウェア音源リージョンを
Apple
Loopsとして保存できます。

Apple
Loops として保存したリージョンは、ループライブラリに追加され、ループブラウザに表示
されて、別のプロジェクトで使用できるようになります。

録音したリージョンから作成した
Apple
Loopsのテンポとキーは、「
GarageBand」に付属の 
Apple
Loopsと同様にプロジェクトのテンポとキーと同じになります。


Apple
Loopとしてリージョンを保存するには：

1 タイムライン内のリージョンを選択します。


2 「編集」＞「ループライブラリに追加」と選択するか、ループブラウザ上にリージョンをドラッグし
ます。


3 ループの追加ダイアログで、次の操作を行います：

 


a ループの名前を入力します。


b ポップアップメニューからスケールおよびジャンルを選択します。
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c リストから音源のカテゴリーおよび音源名を選択します。


d 検索を簡単にするために適切なムードボタンをクリックします。


4 「作成」をクリックします。

リアル音源やソフトウェア音源の録音、およびリージョンの作成について詳しくは、第 
6
章および
第 
7
章を参照してください。

ループライブラリにループを追加する
「
GarageBand」のインストール時に、アプリケーション付属のループが
Apple
Loopsライブラリに
インストールされます。自分のループコレクションに追加したループは、ループライブラリにイン

ストールされ、ループブラウザに表示されて使用できるようになります。

自分のループライブラリに
Apple
Loopsを追加するには：
m ループそのものか、ループを含むフォルダをループブラウザへドラッグします。ループが
Apple


Loopsライブラリに追加されて、ただちにプロジェクトで使用できるようになります。

別のハードディスクまたはパーティションにあるループを追加する場合は、それらのループをルー

プライブラリにコピーするか、現在の場所にインデックスするかを確認するダイアログが表示され

ます。デスクトップからループを追加する場合は、それらのループを移動するか、現在の場所にイ

ンデックスするかを確認するダイアログが表示されます。


CD や
DVD 上にあるループを追加する場合は、それらのループが「
GarageBand」によってループ
ライブラリにコピーされます。
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5 タイムラインで作業する

タイムラインでリアル音源リージョンおよびソフトウェア音源リー
ジョンをアレンジして、プロジェクトを制作します。

いくつかのループをタイムラインに追加したら、タイムラインでリージョンを編集して、プロジェ

クトのアレンジの作成を開始できます。

タイムラインでリージョンをアレンジする際に実行可能な操作には、カット、コピー、ペースト、移

動、サイズ変更、ループ、トランスポーズ、分割、結合、ソフトウェア音源リージョンのタイミン

グ修正、リージョン名の変更などがあります。

ここでは、以下の方法について学びます：

Â リージョンを選択する

Â リージョンをカット、コピー、ペーストする

Â リージョンをループさせる、サイズ変更する、移動する

Â リージョンをトランスポーズする

Â リージョンを分割したり結合したりする

Â ソフトウェア音源リージョンのタイミングを修正する

Â リアル音源リージョンのテンポを元のままを保持するよう設定する

Â リージョン名を変更する

Â タイムライングリッドを使って、リージョンを小節、ビートなどの時間単位にスナップする

Â「
GarageBand」で「取り消し」や「やり直し」機能を使う

リージョンについて
リアル音源またはソフトウェア音源を使って録音すると、音源のトラックに録音した音楽を含む

リージョンが作成されます。タイムライン上にループをドラッグすると、ループからリージョンが

作成されます。分割やトランスポーズなど、リージョンに変更を行っても、元の録音またはループ

自体には変更は加えられません。

リージョンの色は、リージョンの種類を示しています：

Â 紫色
—録音したリアル音源リージョン

Â 青色
—ループから作成したリアル音源リージョン
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Â オレンジ色
—読み込んだオーディオファイルから作成したリージョン

Â 緑色
—録音およびループから作成されたソフトウェア音源リージョン

リージョンはプロジェクトを構成する単位です。タイムラインでリージョンをアレンジすることに

よって、プロジェクトのムードを設定し、プロジェクトを構成し、プロジェクトに変化と面白みを

与えます。

リージョンを選択する
リージョンを変更するには、まずタイムラインでリージョンを選択する必要があります。

リージョンを選択するには、以下のいずれかの操作を行います：


Â 特定のリージョンを選択する場合は、そのリージョンをクリックします。

Â 複数のリージョンを選択する場合は、
Shiftキーを押しながらクリックします。

Â 最初のリージョンの前のポイントから最後のリージョンの後のポイントまでドラッグして、間に

あるリージョンを選択します。

参考：リージョンを選択してループまたはサイズ変更などの別の操作を行うときには、必要に応じ
て、リージョンを拡大して選択しやすい大きさにします。

リージョンをカット、コピー、ペーストする
リージョンをカット、コピー、ペーストするときは、
Mac
OSの標準のメニューコマンドまたはキー
ボードショートカットを使用できます。

リージョンをカットするには：
m リージョンを選択し、「編集」＞「カット」と選択します。

リージョンをコピーするには、以下のいずれかの操作を行います：
Â リージョンを選択し、「編集」＞「コピー」と選択します。

Â




Option キーを押しながらリージョンをドラッグします。

リージョンをペーストするには：
m タイムラインでリージョンを開始するポイントに再生ヘッドを移動して、「編集」＞「ペースト」と

選択します。

リージョンをペーストすると、再生ヘッドが、ペーストしたリージョンの末尾に移動します。その

リージョンのコピーをさらにペーストしていくと、タイムラインで前のリージョンが終了するポイ

ントから各リージョンが開始するようになります。
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リージョンをループさせる


リージョンをループさせて、リージョンを繰り返させることができます。リージョンをループさせ

ると、タイムライン上で延長した回数だけ再生されます。

リージョンをループさせるには：

 

1 リージョンの右端の上半分の位置にポインタを置きます。ポインタが丸い矢印の付いたループポイ

ンタに変わります。


2 再生を停止したいポイントまでリージョンの端をドラッグします。リージョンは、そのポイントま

で繰り返しループされます。

リージョンをループさせるときに、リージョンの上下に、各繰り返しの開始ポイントと終了ポイン

トを示す
V 字型矢印が表示されます。繰り返しの終了ポイントまでドラッグすることも、繰り返し
の途中で終わらせることもできます。

タイムラインに追加したドラムリージョンとベースリージョンをループさせてみましょう。ポピュ

ラー音楽では、通常、リズムパターンの長さは
 4 小節の倍数にします。たとえば、ポピュラーなプ
ロジェクトのバースとコーラスは、
16小節または
32小節にするのが一般的です。

リージョンのサイズを変更する


リージョンのサイズは、短くするか長くすることによって調整できます。

Â リージョンを短くすると、ループの中で表示されている部分だけが再生されます。

Â リージョンを長くすると、リージョンの始まりまたは終わりに無音部分（空白）が追加されます。

リージョンのサイズを変更するには：

 

1 リージョンの右端または左端の下半分の位置にポインタを置きます。ポインタがサイズ変更ポイン

タ（リージョンの外側を指す矢印が付いています）に変わります。


2 リージョンの端をドラッグして、リージョンを短くするか長くします。

リージョンを長くすると、リージョンに無音部分が追加されます。これは、リージョンのコピーを

複数作成するとき、それぞれが特定のビート数の間続くようにしたい場合に便利です。

参考：リアル音源リージョンは、元の長さを超えて長くすることはできません。

ループポインタ

サイズ変更ポインタ
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リージョンを移動する


タイムライン上の新しいポイントにリージョンをドラッグすることによって、リージョンを移動で

きます。同じ種類の別のトラックにリージョンを移動することもできます（リアル音源リージョン

はリアル音源トラックだけに移動でき、ソフトウェア音源リージョンはソフトウェア音源トラック

だけに移動できます）。

リージョンを移動するには：


Â リージョンをタイムライン上の新しいポイントに移動する場合は、左方向または右方向にドラッ

グします。

Â リージョンを同じ種類の別のトラックに移動する場合は、上方向または下方向にドラッグします。

同じトラック内で
 2 つのリージョンを重ねることはできません。別のリージョンと一部が重なるよ
うにリージョンをドラッグすると、下になったリージョンは、上のリージョンの端まで縮められま

す。あるリージョンが別のリージョンの上に完全に重なっている場合は、下になったリージョンは

そのトラックから削除されます。

新しいドラムループまたはベースループをタイムラインに追加してみましょう。それを、前の手順

で追加したループの終了ポイントから始まるように移動してから、ループさせて、新しいリズムグ

ルーヴを作成してください。

リージョンをトランスポーズする
リージョンをタイムラインに追加すると、リージョンのキーはプロジェクトのキーと同じになる、つ

まり、トランスポーズされます。ほとんどの場合、リージョンのキーはプロジェクトと同じにしま

す。また、リージョンを別のキーにトランスポーズすることもできます。プロジェクトを一時的に

別のキーに移動したり、特定のリージョンとプロジェクトの残りの部分との間に緊張感（不協和音

程と呼ばれます）を与えたい場合には、この方法を利用できます。

リージョンをトランスポーズするには：

1 タイムラインでリージョンを選び、「エディタ」ボタンをクリックしてエディタを開きます。リー

ジョンをダブルクリックしてエディタを開くこともできます。


2 「リージョンピッチ」スライダをドラッグして、リージョンを上または下にトランスポーズします。
スライダの隣にあるフィールドに、リージョンをトランスポーズしたい半音数を入力することもで

きます。半音は、
2つの音符の間の最小単位です。

タイムラインに追加したベースループの後に新しいベースループを追加して、それをトランスポー

ズしてみましょう。
5または
7 半音分上または下にトランスポーズするのが一般的ですが、ここでは
自由にトランスポーズして、気に入ったサウンドを探してみてください。

「リージョンピッチ」スライダを
ドラッグするか、フィールドに

半音数を入力します。
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リージョンを分割する
タイムラインでは、リージョンを分割できます。リージョンを分割すると、先頭以外のポイントか

らリージョンの再生を開始したり、リージョンの一部をタイムライン内の別の場所で使用したりす

ることができます。


1 分割したいリージョンを選択します。


2 リージョン内の分割したいポイントに再生ヘッドを移動します。


3 「編集」＞「分割」と選択します。

選択したリージョンは、再生ヘッドの位置で
2つのリージョンに分割されます。別のトラックのリー
ジョンが再生ヘッドの下にある場合でも、選択したリージョンのみが分割されます。複数のリージョ

ンを選択し、それらが再生ヘッドの下にある場合は、それらのリージョンがすべて分割されます。

ソフトウェア音源リージョンを分割するときに、分割ポイントに音符がある場合、その音符はその

ポイントまでの長さに縮められます。

リージョンを結合する
複数のリージョンを
 1 つのリージョンに結合できます。結合するリージョンは、同じトラック上で
互いに隣接していて、間にスペースがない必要があります。

ループからのリアル音源リージョン（青色）は結合できません。録音したリアル音源リージョン（紫

色）は、ほかのリアル音源リージョンにのみ結合できます。ソフトウェア音源リージョン（緑色）

は、ほかのソフトウェア音源リージョンにのみ結合できます。


1 リージョンが同じ種類で、同じトラック上にあり、互いに隣接していることを確認します。


2 リージョンを選択します。


3 「編集」＞「結合」と選択します。

リアル音源リージョンを結合するときは、新しいオーディオファイルを作成するかどうかを確認す

るダイアログが表示されます。新しいリアル音源リージョンでリージョンを結合するときは、「作成」

をクリックします。

ソフトウェア音源リージョンのタイミングを修正する
録音したソフトウェア音源リージョンのタイミングを修正することができます。リージョンのタイ

ミングを修正すると、リージョン内の音符は最も近いグリッド位置に移動します。このグリッド位

置は、エディタの右上にあるタイムライングリッドメニューで設定された位置です。

録音したリージョンのタイミングを修正するには：
m リージョンを選択して、タイミング修正ボタン（「（現在の音価）に揃える」と表示されています）を

クリックします。
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タイミング修正用に音価を設定するには：

m エディタの右上隅にあるグリッドボタンをクリックし、メニューから音価を選択するか、「自動」を

選択します。

リアル音源リージョンをオリジナルのテンポを保持するよう設定する
デフォルトでは、リアル音源録音（紫色）およびリアル音源ループ（青色）はタイムライン上でプ

ロジェクトのテンポに従います。リアル音源リージョンを、オリジナルのテンポを保持するように

設定することができます。

リアル音源リージョンを、オリジナルのテンポに従うように設定するには：

1 タイムラインでリアル音源リージョンを選択します。


2 エディタを開きます。


3 「プロジェクトのテンポに従う」チェックボックスの選択を解除します。


4 リージョンがプロジェクトのテンポに従うことに決めた場合は、リージョンを選択して、「プロジェ

クトのテンポに従う」チェックボックスを選択します。

「プロジェクトのテンポに従う」チェックボックスは、オーディオファイル（オレンジ色）、「ワン

ショット」とタグ付けされているリアル音源ループ、またはソフトウェア音源リージョン（緑色）が

選択されている場合は、使用できません。ソフトウェア音源ループをタイムラインに追加して、リ

アル音源ループを元のテンポを保持するように設定した場合、ソフトウェア音源ループをリアル音

源ループに変換することができます。

リージョンの名前を変更する
エディタでリージョンの名前を変更できます。

リージョンの名前を変更するには：

1 タイムラインでリージョンをクリックして選択し、「エディタ」ボタンをクリックします。リージョ

ンをダブルクリックしてエディタを開くこともできます。エディタにリージョンの波形が表示され

ます。新しい名前を入力する前に、「名前」フィールドのヘッダが「リージョン」であることを確認

してください。


2 「名前」フィールドでテキストを選択してから、新しい名前を入力します。

グリッドを使用する


タイムラインでリージョンを操作するときは、通常、ビートに合わせて再生が始まるように、リー

ジョンをビートルーラのビートと小節にそろえます。「
GarageBand」には、リージョンをビートルー
ラのビートと小節およびその他の音価に簡単にそろえることができるグリッドがあります。

グリッドを入にすると、タイムラインの再生ヘッド、リージョンなどの項目の移動やサイズ変更を

したときに、タイムラインおよびエディタ内で、最も近いグリッド位置にスナップされます。
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グリッドの入と切を切り替えるには：

m 「コントロール」＞「グリッドに沿う」と選択します。

グリッドの値は、次のいずれかの音価に設定できます：



Â




1/4
-
音符、
1/8
-
音符、
1/16
-
音符、または
1/32
-
音符

Â




1/4
-
3 連符、
1/8
-
3連符、または
1/16
-
3 連符

Â




1/8
-
スウィング（ライト）、
1/8
-
スウィング（ヘビー）、
1/16
-
スウィング（ライト）、または
1/
16
-
スウィング（ヘビー）

グリッドは、「自動」に設定することもできます。「自動」に設定した場合は、拡大／縮小に合わせ

てグリッドが変化します。グリッドの単位は、拡大／縮小のレベルに応じて、小節、
1/4
-
音符、
1/
8
-
音符、
1/16
-
音符、および
1/32
-
音符の間で移動します。

グリッド値を設定するには：

m タイムラインの右上隅にあるグリッドボタンをクリックし、メニューから音価を選択するか、「自動」

を選択します。

操作を取り消す／やり直す
タイムラインでアレンジを作成しているときに、一部の変更を取り消したり、やり直したくなるこ

とがあります。プロジェクトに加えた直前の変更が気に入らなかった場合は、通常、変更を取り消

すことができます。取り消した後で、やはりその変更を加えた方がプロジェクトが良くなると判断

した場合は、直前のコマンドをやり直すことができます。

また、プロジェクトへの変更を簡単に試す方法として「取り消し」コマンドと「やり直し」コマン

ドを使用することもできます。プロジェクトにいくつかの変更を加えてから、「取り消し」を使って

変更を
 1 つずつ戻していくことができます。変更を取り消した後で、やはりその変更を適用したく
なった場合は、「やり直し」を使って変更を復元することができます。最後に保存した後に行った操

作であれば、好きな数だけ取り消しまたはやり直しができます。任意の時点で「ファイル」＞「別

名で保存」と選択すれば、その時点でのプロジェクトを保存できます。

直前の変更を取り消すには：
m 「編集」＞「取り消し」と選択します。

直前の変更をやり直すには：
m 「編集」＞「やり直し」と選択します。
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6 リアル音源を使って作業する

マイクを使って取り込み可能なギターやベースなどの楽器を、リアル
音源トラックで演奏したり録音したりすることができます。

マイクや楽器を録音すると、リアル音源トラックのリアル音源リージョンとして表示されます。「ト

ラック情報」パネルで入力設定を変更したり、リアル音源トラックにエフェクトを追加したりする

ことができます。

ここでは、以下の方法について学びます：

Â リアル音源トラック、または基本リアル音源トラックを追加する

Â リアル音源入力をモニタする

Â リアル音源を録音する

Â サイクルリージョンを使用して、プロジェクトの特定の部分に録音する

Â リアル音源の設定を変更する

Â リアル音源で音源チューナーを使用する

Â




Finderからオーディオファイルを追加する

リアル音源トラックを追加する
リアル音源を録音するときは、新しいリアル音源トラックを追加するか、既存のリアル音源トラッ

クに録音することができます。

リアル音源トラックを追加するには：

1 トラック追加ボタンをクリックするか、「トラック」＞「新規トラック」と選択します。


2 「新規トラック」ダイアログで「リアル音源」をクリックし、「作成」をクリックします。

新しいトラックがタイムラインに表示され、「トラック情報」パネルが開きます。


3 「トラック情報」パネルでカテゴリーリストから音源のカテゴリーを選択し、音源リストから使いた
い音源を選択します。


4 「モノラル」または「ステレオ」形式のボタンをクリックして入力形式を選択し、「入力」ポップアッ
プメニューから入力チャンネルを選択します。
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録音する音源の入力が
1つだけの場合は、「モノラル」形式を選びます。音源に左右の入力がある場
合は、「ステレオ」形式を選びます。モノラル入力のみが可能な場合、「ステレオ」を選択すること

はできません。

基本トラックを追加することもできます。基本トラックは、エフェクトを含まない、ステレオのリ

アル音源トラックです。基本トラックをプロジェクトに追加した後で、基本トラックの入力形式と

エフェクト設定を変更できます。

基本トラックを追加するには：

m 「トラック」＞「新規基本トラック」と選択します。

リアル音源入力をモニタする
演奏したり録音したりしながら音源を聴くことを、モニタリングと言います。リアル音源トラック

を作成するときは、「新規トラック」ダイアログでそのトラックのモニタを入にできます。「トラッ

ク情報」パネルでモニタの入と切を切り替えることができます。

リアル音源トラックのモニタを入または切にするには：

1 リアル音源トラックを選択し、「トラック情報」ボタンをクリックして「トラック情報」パネルを開

きます。


2 「モニタ」ポップアップメニューから「入」または「切」を選びます。

モニタを「入」にすると、スピーカーから出力されるサウンドをオーディオ入力が拾ってしまい、

フィードバック（大きく鋭いノイズ）が発生することがあります。このため、モニタはデフォルト

では切になっています。マイクに向かって歌わないときやトラックに接続されている音源を演奏し

ないときは、リアル音源トラックのモニタを切にすることをお勧めします。複数のリアル音源トラッ

クを録音する場合は、フィードバックが発生しないように、トラックの録音を完了したら必ずモニ

タを切にしてください。

録音の準備をする
音源を接続し、録音先のトラックを追加したら、録音を開始する前に次の点を確認します：



Â マイクまたは音源が正しく接続され、動作していることを確認します。

Â「
GarageBand」の環境設定の「オーディオ／
MIDI」パネルで、適切なオーディオドライバが選択
されていることを確認します。

Â「トラック情報」パネルを開いて、音源の音源とエフェクトが適切に設定されていること、および

適切な入力チャンネル（またはチャンネルの組み合わせ）が使用されていることを確認します。詳

しくは、
51
ページの「リアル音源の設定を変更する」を参照してください。

Â いくつかの音符を歌うか演奏して、トラックミキサーでトラックのレベルメーターを観察してく

ださい。トラックが入力を受信し、クリップノイズが発生していないことを確認します。レベル

メーターの右側にある赤いランプ（クリップインジケータと呼ばれます）が点灯している場合は、

音量スライダを少し左方向にドラッグして、入力音量を下げてみてください。
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Â リアル音源を録音する前に、プロジェクトのテンポとキーを設定することをお勧めします。ルー

プやソフトウェア音源とは異なり、リアル音源の録音はテンポとキーが固定され、録音後に変更

できません。

リアル音源を録音する
これで、リアル音源の録音を開始できます。リアル音源トラックは、一度に
 1 トラックだけ録音で
きます。

リアル音源を録音するには：

1 録音先のリアル音源トラックのヘッダをクリックして、トラックを選択します。


2 タイムライン上で、録音を開始したいポイントに再生ヘッドを移動します。


3 録音を開始する前にメトロノームで
1小節のカウントインを入れたい場合は、「コントロール」＞「カ
ウントイン」と選択します。また、音楽を挿入したいポイントの数ビート前に再生ヘッドを設定す

ると、目的のビートから演奏を開始しやすくなります。


4 録音ボタンをクリックすると、録音が開始されます。


5 音源の演奏を開始するか、マイクに向かって歌います。音楽の録音が始まると、録音の進行に合わ

せて、選択したリアル音源トラックに新しいリージョンが表示されます。


6 録音が終わったら、再生ボタンをクリックして録音を停止します。

新しく録音したリージョンにオーディオの波形が表示されます。

録音後、新しく録音した部分を聴いて、仕上がりを確認できます。

新しい録音を聴くには：

1 タイムライン上で、新しいリージョンが開始するポイントに再生ヘッドを移動します（リージョン

の左端に配置します）。また、プロジェクト中の少し前のポイントまたはプロジェクトの先頭に再生

ヘッドを移動して、プロジェクトの流れの中で新しい録音を聴くことができます。


2 再生ボタンをクリックするか、スペースバーを押します。

再生ボタン

サイクルボタン

録音ボタン
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サイクルリージョンを使ってリアル音源を録音する
「
GarageBand」では、プロジェクトの特定の部分に録音を行うことができます。音楽業界では、こ
の操作は「パンチイン」と「パンチアウト」、録音を開始および停止するポイントは「パンチポイン

ト」と呼ばれることがあります。

プロジェクトの特定の部分の上に録音を行うときは、タイムラインでサイクルリージョンを設定し

ます。

サイクルリージョンを設定するには：

1 サイクルボタンをクリックします。サイクルリージョンが、ビートルーラのすぐ下に黄色い帯で表

示されます。


2 タイムライン上で、録音を開始したいポイントにサイクルリージョンを移動してから、録音を終了

したいポイントまでサイクルリージョンの端をドラッグします。サイクルリージョンルーラ（ビー

トルーラの下にあります）をドラッグして、サイクルリージョンをタイムラインの新しい部分に移

動することもできます。

録音を開始したいポイントの数ビート前にサイクルリージョンを開始すると、目的のビートから演

奏を開始しやすくなります。また、最後の音符がサイクルリージョンの末尾を越えてしまった場合

のために、録音を停止したいポイントの数ビート後にサイクルリージョンを終了することをお勧め

します。

サイクルリージョンを使って録音するには：

1 録音先のリアル音源トラックを選択します。


2 録音ボタンをクリックすると、録音が開始されます。


3 音源の演奏を開始するか、マイクに向かって歌います。録音が始まると、選択したリアル音源トラッ

クに新しいリージョンが表示されます。

リアル音源では、サイクルリージョンの最初のサイクルだけサウンドが録音されます。サイクルリー

ジョンを繰り返すと、繰り返しのサイクルでは新しく録音されたリージョンが再生されます。


4 録音が終わったら、再生ボタンをクリックしてサイクルリージョンを停止します。


5 録音したリージョンを置き換えたい場合は、録音ボタンをクリックし、その部分をもう一度再生し

ます。


6 サイクルリージョンを使用し終えたら、サイクルボタンをもう一度クリックして切にします。
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複数のリアル音源トラックを録音する
最大
8 つのリアル音源と
1 つのソフトウェア音源を同時に録音できます。そのため、たとえばボイ
スと音源を一緒に録音したり、バック演奏のトラックを同時に録音したりできます。

トラックを選択すると、そのトラックが録音できるようになります（つまり、録音ボタンをクリッ

クすると、そのトラックの録音が開始します）。各トラックの先頭にある円い録音可能ボタンをク

リックすれば、トラックを
 7 つまで追加できます。録音可能ボタンが赤くなり、そのトラックが録
音可能であることが示されます。

トラックの録音を無効にするには、トラックの先頭にある録音可能ボタンをもう一度クリックします。

複数のリアル音源を同時に録音するには：

1 「トラック情報」パネルで、リアル音源トラックがそれぞれ別の入力チャンネル（またはチャンネル
の組み合わせ）を使用するように設定されていることを確認します。


2 録音可能ボタンをクリックして、録音したいトラックを有効にします。


3 録音を開始するには、トランスポートコントロールの録音ボタンをクリックします。

ソフトウェア音源を、リアル音源と同時に録音するには：

1 録音可能ボタンをクリックして、ソフトウェア音源トラックの録音を有効にします。


2 録音を開始するには、トランスポートコントロールの録音ボタンをクリックします。


8つより多くのリアル音源トラックを有効にしたり、複数のソフトウェア音源トラックを有効にした
りすると、録音トラック数の最大値を超えないように、最初に有効にしたトラックから録音が無効

になっていきます。

複数のトラックに録音するには、
2つ以上の録音用入力チャンネルのあるオーディオインターフェイ
スが必要です。

リアル音源の設定を変更する
リアル音源トラックを作成するときは、「新規トラック」ダイアログでそのトラックの音源を選びま

す。音源、エフェクト、および入力設定は、「トラック情報」パネルで変更できます。

音源を変更する
リアル音源トラックの音源は変更することができます。各音源には、音源に対して最適化されたプ

リセットエフェクトが含まれています。
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リアル音源トラックの音源を変更するには：

 

1 トラックを選択し、トラック情報ボタンをクリックして、「トラック情報」パネルを開きます。


2 左側のリストで音源のカテゴリーを選択してから、右側のリストでトラックの音源を選択します。

入力チャンネルを変更する
リアル音源トラックを作成するときは、入力チャンネル（モノラル入力のとき）またはチャンネル

の組み合わせ（ステレオ入力のとき）を設定します。「トラック情報」パネルでこれらの設定を変更

できます。

入力チャンネルを変更するには：

1 トラックを選択し、トラック情報ボタンをクリックして、「トラック情報」パネルを開きます。


2 「入力」ポップアップメニューから、入力チャンネルまたはチャンネルの組み合わせを選びます。

入力チャンネルの数や形式は、どのタイプのオーディオインターフェイスがコンピュータに接続さ

れているかによって異なります。

入力形式と入力チャンネルを
設定するとき、およびモニタの

入と切を切り替えるときは、
これらのコントロールを使います。

このリストから音源の

カテゴリーを選択します。
このリストから音源を
選択します。



第
6章    リアル音源を使って作業する
 53





入力音量を調整する
リアル音源トラックの入力音量を調整することができます。入力音量コントロールでは、音源また

はマイクから送られる信号の音量を制御できます。普通、入力音量をクリップノイズまたは歪みが

生じない限り最大に設定すると、最良の結果が得られます。

入力音量を調整するには、以下のいずれかの操作を行います：

Â 音源またはマイクなどの装置に音量コントロールが付いている場合は、その音量コントロールを

調整します。

Â 音源またはマイクがオーディオインターフェイスに接続されている場合は、そのオーディオイン

ターフェイスの音量コントロールを調整します。

Â「トラック情報」パネルで、選択したチャンネルの入力音量を下げるには「音量」スライダを左方

向にドラッグし、入力音量を上げるには右方向にドラッグします。

参考：オーディオインターフェイスおよびその他の装置によっては、「
GarageBand」で音量を調整
できないものもあります。「トラック情報」パネルの入力音量スライダが淡色表示されている場合、

「
GarageBand」では入力音量を調整できません。

リアル音源トラックのエフェクトを追加したり調整したりすることもできます。エフェクトの使用

については、
72
ページの「ミキシングする／エフェクトを追加する」を参照してください。

音源チューナーを使用する
「
GarageBand」には、コンピュータに接続されているすべてのリアル音源のチューニングをチェッ
クするための音源チューナーが付属しています。このチューナーは、定期的な再チューニングが必

要な場合があるギターやベースなどの音源を演奏したり録音したりする場合に特に便利です。

音源チューナーには、中央が
 0 表示の水平方向のスケールが表示されます。音符名はスケールの左
側に表示されます。リアル音源で単音を演奏すると、表示された音符に対応する正確なピッチが示

されます。
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音源チューナーを使用するには：

1 チューニングしたいリアル音源がコンピュータに接続されているか確認します。


2 チューニングしたい音源のリアル音源トラックを選択します。


3 時間表示の左側のチューナーアイコン（音叉）をクリックするか、「コントロール」＞「音源チュー

ナーを表示」と選択します。

チューニングの際には単音のみを再生するようにしてください。音源チューナーは、和音や、異な

る音符を続けざまに演奏した場合にはチューニングできません。

音源チューナーは、リアル音源用です。ソフトウェア音源では使用できません。


Finderからオーディオファイルを追加する
リアル音源トラックでオーディオを録音するほかに、
Finder からプロジェクトにオーディオファイ
ルを追加できます。オーディオファイルを追加する場合は、次のいずれかのファイルフォーマット

になります：

Â




AIFF

Â




WAV（
Sony
ACID
WAVファイルを含む）

Â




AAC（保護された
AAC ファイルを除く）

Â




Apple
Lossless

Â




MP3

圧縮形式のファイルをプロジェクトに追加した場合、ファイルは圧縮された状態を保持するため、容

量や処理時間を節約できます。

オーディオファイルを追加するには：

m ファイルを
Finderからタイムライン中のリアル音源トラック、または既存トラックの下の空の領域
にドラッグします。

オーディオファイルを既存トラックの下の空の領域にドラッグすると、新しい基本トラックがタイ

ムラインに追加され、その新しいトラック内にオーディオファイルが配置されます。

参考：
Finder からドラッグしたオーディオファイルは、プロジェクトのテンポやキーに合わせて変
更されません。
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7 ソフトウェア音源を使って作業する

「
GarageBand」には、ドラム、ギター、ピアノ、オルガン、シンセ
サイザーなど、さまざまなソフトウェア音源が用意されています。

ソフトウェア音源は、「
GarageBand」のオンスクリーン音楽キーボード、またはコンピュータに接
続した
MIDI対応の音楽キーボードを使って、再生したり録音したりすることができます。エディタ
では、ソフトウェア音源にエフェクトを追加したり、ソフトウェア音源リージョンを編集したりす

ることができます。

ここでは、以下の方法について学びます：

Â ミュージックタイピング、オンスクリーンキーボード、または接続した音楽用キーボードを使っ

て、ソフトウェア音源を演奏したり録音したりする

Â ソフトウェア音源の設定を変更する

ミュージックタイピングを使用する
ミュージックタイピングを使用すると、コンピュータキーボードを使用してソフトウェア音源を演

奏する／録音することができます。ミュージックタイピングのウインドウが表示されている場合、コ

ンピュータキーボードの上部の列と中央の列を使用して音楽用キーボードの鍵盤と同じように演奏

できます。

ミュージックタイピングのキーボードを表示するには：
m 「ウインドウ」＞「ミュージックタイピング」と選択します（またはコマンド＋
Shift＋
Kキーを押し
ます）。






56 第
7章    ソフトウェア音源を使って作業する





ミュージックタイピングを使用して音符を演奏するには：

m ミュージックタイピングのウインドウが開いている状態で、ミュージックタイピングのキーボード

上に表示されているキーを演奏します。

Â コンピュータキーボードの中央の列にあるキーを使って、ピアノキーボード上の「白鍵」の音符

を
1オクターブ半の範囲（
C～
F）で演奏できます。

Â コンピュータキーボードの上部の列にある
W、
E、
T、
Y、
U、
O、および
Pのキーを使って、「黒鍵」
（シャープとフラット）の音符を演奏できます。

キーをオクターブ単位で上下に変更するには、以下のいずれかの操作を行います：

Â キーを
1オクターブ下げるには、
Zキーを押します。

Â キーを
1オクターブ上げるには、
Xキーを押します。

Â ミュージックタイピングのウインドウの上部に小さく表示されたキーボードをクリックして、表

示されているオクターブに移動するか、青色の長方形をドラッグします。青色の長方形は、ミュー

ジックタイピングの現在の音域を示しています。

ミュージックタイピングを使用して、演奏する音符のベロシティレベルを変更するには：

Â ベロシティレベルを下げるには、
Cキーを押します。

Â ベロシティレベルを上げるには、
Vキーを押します。

ミュージックタイピングを使用して、演奏する音符にピッチベンドを追加するには：

Â 音符のピッチを下げるには、
1キーを押します。

Â 音符のピッチを上げるには、
2キーを押します。

ピッチは、キーを押している間中ベンドされます。

ミュージックタイピングを使用して、演奏する音符にモジュレーションを追加するには：
Â モジュレーションの値を上げていくには、
4～
8のキーを押します。
3キーを押すと、モジュレー
ションが切になります。

設定したモジュレーションのレベルは、ほかのキーを押して値を変更するかモジュレーションを切

にするまで適用されます。

オンスクリーン音楽キーボードを使用する
オンスクリーン音楽キーボードを使って、ソフトウェア音源を演奏したり録音したりできます。オ

ンスクリーン音楽キーボードを表示すると、デフォルトでは、
4オクターブの範囲のキーが表示され
ます。キーボードのサイズを変更して、
10オクターブまで表示することができます。

オンスクリーン音楽キーボードを表示するには：
m 「ウインドウ」＞「キーボード」と選択します。
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オンスクリーン音楽キーボードで演奏するには：

m キーボード上の音符をクリックします。プロジェクトの再生中、停止中、または録音中にクリック

できます。

鍵盤の下の方で音符をクリックすると、高いベロシティで音符が演奏され（鍵盤を強く押すのと同

じです）、鍵盤の上の方で音符をクリックすると、低いベロシティで音符が演奏されます（鍵盤を軽

く押すのと同じです）。

キーボードを移動するには：

m 鍵盤の上にある領域の任意の場所にポインタを置いてドラッグします。

キーボードのサイズを変更するには：

m キーボードウインドウの右下隅にあるサイズ変更コントロールをドラッグします。

演奏できる音符の範囲を変更するには：

m 鍵盤の左側または右側にある小さい三角形をクリックします。左側の三角形をクリックするとキー

が
1オクターブ分下がり、右側の三角形をクリックするとキーが
1オクターブ分上がります。

ソフトウェア音源トラックを追加する
ソフトウェア音源を使って録音するときは、新しいソフトウェア音源トラックを追加するか、既存

のソフトウェア音源トラックに録音することができます。

ソフトウェア音源トラックを追加するには：

1 トラック追加ボタンをクリックするか、「トラック」＞「新規トラック」と選択します。


2 「新規トラック」ダイアログで「ソフトウェア音源」をクリックし、「作成」をクリックします。

新しいトラックがタイムラインに表示され、「トラック情報」パネルが開きます。


3 「トラック情報」パネルでカテゴリーリストから音源のカテゴリを選択し、音源リストから使いたい
音源を選択します。

録音の準備をする
音楽キーボードを接続したら、録音を開始する前に次の点を確認します：

Â 音楽キーボードがコンピュータに接続され、動作していることを確認します。

Â ソフトウェア音源トラックを選択して、音楽キーボードを演奏するか、オンスクリーン音楽キー

ボードで音符をクリックするか、「ミュージックタイピング」を使用します。演奏すると、ソフト

ウェア音源が聴こえます。
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ソフトウェア音源を使って録音する
これで、ソフトウェア音源の録音を開始できます。一度に録音できるソフトウェア音源トラックは
1
トラックだけです。

ソフトウェア音源を使って録音するには：

1 録音先のソフトウェア音源トラックのヘッダをクリックして、トラックを選択します。


2 タイムライン上で、録音を開始したいポイントに再生ヘッドを移動します。


3 録音を開始する前にメトロノームで
1小節のカウントインを入れたい場合は、「コントロール」＞「カ
ウントイン」と選択します。また、音楽を挿入したいポイントの数ビート前に再生ヘッドを設定す

ると、目的のビートから開始しやすくなります。


4 録音ボタンをクリックすると、録音が開始されます。


5 音楽用キーボードで演奏を開始するか、オンスクリーンの音楽用キーボードで音符をクリックする

か、「ミュージックタイピング」を使用します。録音が始まると、選択したソフトウェア音源トラッ

クに新しいリージョンが表示されます。


6 録音が終わったら、録音ボタンをもう一度クリックして録音を停止します。再生ボタンをクリック

すると、プロジェクトの再生が停止します。

録音後、新しく録音した部分を聴いて、仕上がりを確認できます。

新しい録音を聴くには：

1 タイムライン上で、新しいリージョンが開始するポイントに再生ヘッドを移動します（リージョン

の左端に配置します）。また、プロジェクト中の少し前のポイントまたはプロジェクトの先頭に再生

ヘッドを移動して、プロジェクトの流れの中で新しい録音を聴くことができます。


2 再生ボタンをクリックするか、スペースバーを押します。

サイクルリージョンを使ってソフトウェア音源を録音する
リアル音源の場合と同じように、サイクルリージョンを使ってソフトウェア音源を録音できます。サ

イクルリージョンを使ってソフトウェア音源を録音するときは、サイクルリージョンを繰り返して

いる間はずっと録音を継続できます。新しいサイクルはすべて、そのサイクルリージョンの最初の

サイクルで作成されたリージョンに統合されます。サイクルリージョンを使った録音については、

50
ページの「サイクルリージョンを使ってリアル音源を録音する」を参照してください。

録音ボタン

再生ボタン

サイクルボタン
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ソフトウェア音源の設定を変更する
ソフトウェア音源トラックを作成するときは、「新規トラック」ダイアログでそのトラックの音源を

選びます。音源は、「トラック情報」パネルで変更できます。

ソフトウェア音源トラックの音源を変更するには：

 

1 トラックを選択し、トラック情報ボタンをクリックして、「トラック情報」パネルを開きます。


2 左側のリストで音源のカテゴリーを選択してから、右側のリストでトラックの音源を選択します。

ソフトウェア音源の出力は、常にステレオになります。

ソフトウェア音源トラック用のエフェクトを追加したり調整したりすることもできます。エフェク

トの使用については、
72
ページの「ミキシングする／エフェクトを追加する」を参照してください。

このリストから音源の

カテゴリーを選択します。

このリストから音源を

選択します。

エフェクトを追加および調整
するときは、これらのコント

ロールを使います。

これらのポップアップメニュー
から、新しい音源ジェネレータ

およびジェネレータプリセットを
選択します。
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8 エディタで作業する

タイムラインの下にあるエディタでは、リアル音源リージョンおよび
ソフトウェア音源リージョンを編集します。どちらのタイプのリー
ジョンも、さまざまな方法で編集できます。

リアル音源リージョンは、エディタ上でオーディオの波形として表示されます。ソフトウェア音源

リージョンは選択した表示形式に応じて、音符のグラフィックまたは楽譜として表示されます。リ

アル音源リージョンにも、ソフトウェア音源リージョンにも、エディタには、正確に編集するのを

助けるビートルーラと、タイムラインの再生ヘッドにロックしたり、ロックを解除してプロジェク

ト中の別の部分を表示させたりできる再生ヘッドがあります。

ここでは、以下の方法について学びます：

Â リージョンを選択する

Â エディタでリアル音源リージョンを移動したり、切り取ったり、結合したりして編集する

Â リアル音源トラックのチューニングとタイミングを補正する

Â ソフトウェア音源リージョンの音符およびコントローラ情報を編集する

リージョンを選択する
エディタ上でリージョンを編集するには、まずタイムライン上でリージョンを選択します。

リージョンを選択するには、以下のいずれかの操作を行います：


Â 特定のリージョンを選択する場合は、そのリージョンをクリックします。

Â 複数のリージョンを選択する場合は、
Shiftキーを押しながらクリックします。

Â 最初のリージョンの前のポイントから最後のリージョンの後のポイントまでドラッグして、間に

あるリージョンを選択します。
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リアル音源リージョンを編集する
リアル音源リージョンは、エディタ上で何通りかの方法で編集できます。次の方法を利用できます：

Â リージョンを移動する

Â リージョンの一部を切り出す

Â リージョンを結合する

Â 単音リージョンのチューニングを補正する

Â リージョンのタイミングを補正する

エディタには独自のグリッドがあり、エディタの右上隅にあるグリッドボタンを使って、タイムラ

インのグリッドを個別に設定できます。

リアル音源リージョンを移動する
エディタ上でリアル音源リージョンを移動して、小節とビートに正確にそろえたり、ほかのリージョ

ンに正確にそろえたりすることができます。

エディタ上でリアル音源リージョンを移動するには：

1 リージョン上部のビートルーラに近い部分にポインタを移動します。

ポインタが移動ポインタ（左右の矢印のついた垂直線）になります。


2 リージョンを新しい場所までドラッグします。

リアル音源リージョンの一部を切り出す
リアル音源リージョンの一部（リージョンの先頭部分、末尾部分、または中央部分）を簡単に切り

離すことができます。これは、リージョン内の個々の音符や和音、楽節を、削除、移動、またはコ

ピーする場合に特に便利です。

リアル音源リージョンの一部を切り出すには：

1 リージョンを切り取る場所（トップは除く）にポインタを移動します。

ポインタが切り出しポインタ（十字カーソル）になります。


2 切り出したいリージョンの部分をドラッグして選択します。

リージョンの選択した部分は、濃い青で表示されます。


3 リージョンの選択した部分をクリックします。


4 選択した部分が他の部分から切り出されます。切り離された部分は、通常のリアル音源リージョン

とまったく同じように、選択、削除、移動、コピーすることができます。
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リアル音源リージョンを結合する
エディタ上で互いに隣り合うリアル音源リージョンを結合することができます。

リージョンを結合するには：

m リージョンを選択し、「編集」＞「結合」と選択します（または、コマンド＋
Jキーを押します）。

リアル音源トラックのチューニングを補正する
リアル音源トラックのチューニングを補正できます。これは、「雰囲気」やタイミングは正しいのに、

チューニングが完全ではないリアル音源リージョンを録音する場合に特に便利です。

「チューニング補正」スライダを使うと、選択したトラック（自分で録音したトラックとループの両

方）のすべてのリージョンが補正されます。チューニング補正は、単音のリアル音源リージョンで

ないと正確な結果が得られないため、トラックにコーラスや非楽音のあるリージョンが含まれてい

ないことを確認してください。

「チューニング補正」は、デフォルトでは、プロジェクトのキーの最も近い音に移動させてチューニ

ングを補正します。「キーに限定」チェックボックスの選択を解除すると、補正した結果得られる音

を半音スケールの音に限定することができます。

リアル音源トラックのチューニングを補正するには：

1 タイムライン上で、補正するリアル音源トラックを選択します。


2 「チューニング補正」スライダを右方向にドラッグするとチューニングの補正量が増大し、左方向に
ドラッグするとチューニングの補正量が減少します。


3 チューニング補正した結果得られる音を半音スケールの音に限定するには、スライダの下にある

「キーに限定」チェックボックスを選択解除します。

補正した結果は、プロジェクトを再生すればすぐに聴くことができます。

「チューニング補正」スライダを高い値に設定すると、好ましくない結果になる場合があります。ス

ライダを使った結果を注意深く聴き、最も良い音に聴こえる値に設定します。

リアル音源トラックのタイミングを補正する
リアル音源トラックのタイミングを補正できます。これは、音符のピッチは正しいのに、テンポが

プロジェクトと完全には合っていないリアル音源リージョンを録音する場合に特に便利です。

「タイミング補正」スライダを使うと、選択したトラック（自分で録音したトラックとループの両方）

のすべてのリージョンが補正されます。単音、和音、パーカッション（非楽音）のリアル音源リー

ジョンのタイミングを補正できます。タイミング補正は、パッドやアンビエントよりも、明確な音

符パターンを含むリージョンの方がうまく動作します。



第
8章    エディタで作業する
 63





リアル音源トラックのタイミングを補正するには：

1 タイムライン上で、補正するリアル音源リージョンを選択します。


2 「タイミング補正」スライダを右方向にドラッグするとタイミングの補正量が増大し、左方向にド
ラッグするとタイミングの補正量が減少します。

プロジェクトの再生中に「タイミング補正」スライダを動かした場合、その結果が音楽に「追いつ

く」までに多少の時間がかかる場合があります。

「タイミング補正」スライダは、音源の素材によってはうまく機能しない場合もあります。特に、値

を高くしたときに顕著です。スライダを使った結果を注意深く聴き、最も良い音に聴こえる値に設

定します。

ソフトウェア音源リージョンを編集する
ソフトウェア音源リージョンは、エディタ上で何通りかの方法で編集できます。次の方法を利用で

きます：

Â 個々の音符を編集する（音符のピッチ、継続時間、およびタイミングを含む）

Â コントローラ情報を編集する（ベロシティ、モジュレーションホイール、ピッチベンド、および

サステインを含む）

ソフトウェア音源リージョンの音符を編集する
ソフトウェア音源リージョンの個々の音符を編集できます。エディタでリージョンを表示すると、

リージョンの個々の音符がグラフィック形式で表示されます：



Â 音符の左端は、タイムライン上で再生が開始されるポイントを示しています。

Â 音符の幅は、その音符が再生される長さを示しています。

Â 音符の垂直方向の位置は、音符のピッチを示しています。エディタの左端に縦に表示されるピア

ノキーボードに対応しています。

音符を新しい開始ポイントにドラッグしたり、音符のサイズを変更して音符が再生される長さを変

更したり、音符を上方向または下方向にドラッグしてピッチを変更したりすることができます。ま

た、複数の音符を選択して、それらを同時に編集することもできます。

参考：エディタで音符を編集するときには、必要に応じて、音符を拡大して選択および編集しやす
い大きさにする必要があります。

ソフトウェア音源リージョンの音符を編集するには：
Â 音符を新しい開始ポイントに移動するには、左方向または右方向にドラッグします。エディタの

ビートルーラを使用すると、音符を特定のビートまたは小節にそろえることができます。

Â 音符のサイズを変更するには、音符の右下隅をドラッグします。

Â ピッチを変更するには、音符を上方向または下方向にドラッグします。エディタの左端に表示さ

れるピアノキーボードを使用してピッチを確認できます。

エディタで複数の音符を選択して、それらを同時に編集することもできます。
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複数の音符を選択するには：

Â 選択したい音符を、
Shiftキーを押しながらクリックするか、コマンドキーを押しながらクリック
します。

Â 最初の音符の前のポイントから最後の音符の後のポイントまでドラッグして、複数の音符を選択

することもできます。

複数の音符を編集する場合、各音符が同じ量だけ変更されます。たとえば、複数の音符を選択し、新

しい開始ポイントにドラッグすると、各音符が同じビート数だけ移動されます。複数の音符を同時

にサイズ変更すると、各音符が同じ量だけ短くなったり長くなったりします。複数の音符を上方向

または下方向にドラッグしてピッチを変更すると、各音符が同じ半音数だけ変更されます。

また、エディタで個々の音符のタイミングを修正することもできます。エディタで音符のタイミン

グを修正すると、選択した音符は最も近いグリッド位置に移動します。このグリッド位置は、エディ

タの右上にあるタイムライングリッドメニューで設定された位置です。

個々の音符のタイミングを修正するには：

m エディタで修正したい音符を選択して、タイミング修正ボタン（「（現在の音価）に揃える」と表示

されています）をクリックします。

ソフトウェア音源リージョンのコントローラ情報を編集する
コンピュータ音楽プログラムで使用できるように設計された音楽キーボードのほとんどには、ピッ

チベンドおよびモジュレーション用の「コントローラ」が付いています。これらのコントローラは、

通常、円形の「ホイール」で、キーボードの左端にあります。キーボードによっては、サステイン

ペダル、フットコントローラ、またはエクスプレッションコントロールなど、別のコントローラが

付いているものもあります。

演奏中にピッチベンドホイールを動かすと、演奏している音符のピッチがギターのように上下にベ

ンドします。モジュレーションホイールを動かすと、ソフトウェア音源のサウンドが変化します。サ

ウンドがどのように変化するかは音源によって異なりますが、通常は、これらによって、音源に適

用されるフィルタのフリケンシー、レート、インテンシティが変更されます。

ソフトウェア音源を録音しているときにコントローラを移動すると、そのソフトウェア音源リー

ジョンにコントローラの移動が録音されます。エディタで、記録された動きを表示し、編集するこ

とができます。

ソフトウェア音源リージョンのコントローラ情報を表示するには：

1 リージョンをダブルクリックして、エディタで開きます。


2 「表示」ポップアップメニューから、表示したいコントローラ情報のタイプを選択します。
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コントローラ情報は、音量カーブやパンカーブの表示方法と同じく、タイムライン上のポイントに

「点」が付いた線として表示されます。各点（コントロールポイントと呼ばれます）は、その時点で

の値の変化（この場合はコントローラの動き）を表します。コントローラ情報を編集するときは、新

しいコントロールポイントを追加したり、コントロールポイントを調整して、値を変更するかタイ

ムライン内での発生位置を変更したりすることができます。

コントロールポイントを追加するには：

m エディタの線上で、コントロールポイントを追加する位置をクリックします。

コントロールポイントを調整するには、以下のいずれかの操作を行います：

Â コントロールポイントを新しい値に設定するには、上方向または下方向にドラッグします。

Â コントロールポイントをタイムライン上の別のポイントに移動するには、左方向または右方向に

ドラッグします。

ソフトウェア音源リージョンは、エディタの楽譜表示で表示して編集することもできます。楽譜表

示についての情報は、
66
ページの「楽譜表示で作業する」を参照してください。
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9 楽譜表示で作業する

ソフトウェア音源リージョンは、標準的な楽譜形式で表示して編集す
ることができます。楽譜表示では、音符を編集したり、ペダル記号の
追加など、音楽イベントの編集を実行したりすることができます。

ここでは、楽譜についての基本知識に加え、以下の方法について学びます：

Â ソフトウェア音源リージョンを楽譜表示で表示する

Â 楽譜表示の音符の音価を選択する

Â 楽譜表示で音符を追加、選択、編集する

Â ペダル記号を追加する

楽譜表示について
ソフトウェア音源リージョン（録音したリージョンの場合も、ループから作成したリージョンの場

合もあります）は、エディタのグラフィック形式の「ピアノロール」表示だけでなく、楽譜表示で

も表示することができます。楽譜表示では、リージョンの音程は音符として表示されます。楽譜表

示にはほかに、休符、五線、音符記号、拍子、キー記号、およびペダル記号などが含まれます。楽

譜になじみが薄いユーザのために、次の節でこれらの記号のうちいくつかについて簡単に説明しま

す。

Â 音符：音符は、符玉、符幹など、いくつかの部分で構成されています。符玉（音符の円い部分）

は、音符の継続時間（音符がどのくらいの時間続くか）を表します。継続時間の短い音符（
4 分
の
 1 音符より短いもの）には符幹が付き、時には符尾も一緒に付けられます。以下の各音符は、
それぞれ左側の音符の半分の長さになります（左から右に、全音符、
2分音符、
4 分音符、
8分音
符です）。
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Â 休符：演奏中に楽譜を読むとき、音符そのものと同様に、音符間の空白についても理解しておく

ことが重要です。音符間の無音状態は、休符として表されます。休符は、音符と同様に、長さが

異なると記号も異なり、短い休符には符尾が付きます。

以下の休符は、それぞれ左側の休符の半分の長さになります（左から右に、
2 分休符、
4 分休符、

8分休符、
16分休符です）。

Â 五線：音符を表示する
5本組の水平線を五線と呼びます。五線の線は、グリッドのように、高い音
から低い音までの、音符の音の高さを表します。「
GarageBand」の楽譜表示では、ピアノの楽譜
と同様に、
2つの五線が必ず表示されます。この楽譜では、真ん中の
Cの音を中央（
2つの五線の
間）に、
3 オクターブ分を表示します。最も低音の楽器を除き、ほとんどの楽器と声がこの範囲
に収まります。

Â 音符記号：各五線の左端にある記号を音符記号と呼びます。音符記号は、五線の線が示す音符の

範囲を表します。楽譜表示の五線は、ト音記号とヘ音記号という、よく使われる
2 つの音符記号
を使用しています。

Â キー記号：プロジェクトが
C以外のキーの場合、そのキーのシャープやフラットが、音符記号と拍
子記号の間に表示されます。シャープはナチュラルの音よりも半音上がり（たとえば、
C#は
Cよ
りも半音高くなります）、フラットは半音下がります（
Bbは
Bよりも半音低くなります）。シャー
プの記号とフラットの記号は以下のとおりです。最後のものは「ナチュラル」記号で、シャープ

またはフラットを取り消します。

Â 小節線：
2つの五線にまたがる垂直線は、各小節のはじまりを表します。
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楽譜表示には、標準的な楽譜記号のほかに、作業を簡便化する次の機能があります：

Â デュレーションバー： 各音符には、音符自体のほかにも音符の継続時間（音符が継続する時間の

長さ）をグラフィック表示するデュレーションバーがあります。

Â ビートガイド： 楽譜表示では、ビートルーラには小節とビートだけでなく、ビートガイドも表示

されます。ビートガイドを使うと、音符の正確な時間的位置を確認できます。ビートガイドは、各

音符の上の小さなグレイの円またはドットで表示されます。音符を動かすとビートガイドも一緒

に動き、音符の位置を示します。

ソフトウェア音源リージョンを楽譜表示で表示するには：

1 タイムラインでソフトウェア音源リージョンを選択します。


2 エディタのリージョン領域の右下隅にある楽譜表示ボタン（音符アイコン）をクリックします。

楽譜では、音楽的な値（音価）という観点から音符の位置を表します。音楽を演奏するときは、ビー

トから少しずらして（ビートより先に、またはビートより遅らせて）演奏し、別の雰囲気を引き出

す場合があります。このような小さな相違は楽譜には表されません。

楽譜表示では、「
GarageBand」は一番近い位置に調整した音符を表示します。エディタの右上隅に
あるタイムライン・グリッド・メニューから、音符の表示位置を調整する音価を選択できます。こ

れは、音符の音が鳴り方は変更せずに表示のみを変更し、タイミングのややずれた音符が意図した

位置に見えるようにします。

楽譜表示の音符の音価を選択するには：

m エディタの右上隅にあるグリッドボタンをクリックし、タイムライン・グリッド・メニューから音

価を選択します。

楽譜表示で音符を編集する
グラフィック表示と同様に、楽譜表示でソフトウェア音源リージョンの音符情報とコントローラ情

報を編集できます。次の方法を利用できます：

Â 音符の追加

Â 音符の選択

Â 音符の時間方向の移動

Â 音符のカット／コピー

Â 音符のピッチの変更

Â 音符のデュレーションの変更

Â 音符のベロシティの変更

Â サステイン音符へのペダル記号の追加
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音符を追加する
音符の音価を選択し、エディタ上をクリックして音符を追加します。

楽譜表示では、エディタの「詳細」領域の右上隅に、四角い音価ボタンが表示されます。音価ボタ

ンには、現在の音価を示す音符が表示されます。

音価を選択するには：
m 音価ボタンをクリックし、表示されるメニューから希望の音価を選択します。

音符を追加するには：
m エディタ上で、コマンドキーを押しながら音符を追加する場所をクリックします。

音符を選択する
楽譜表示で音符を編集する前に、音符を選択する必要があります。

音符を選択するには：
m 符玉（音符の円い部分）をクリックします。
Shift キーを押しながらクリックするか、音符の周りを
包むようにドラッグすれば、複数の音符を選択できます。

音符を移動する
エディタのグラフィック表示と同じようにして、楽譜表示で音符のタイミングを調整することがで

きます。

音符のタイミングを調整するには：
m 音符を選択し、左か右にドラッグします。←キーまたは→キーを押して、選択した音符を動かすこ

ともできます。

ビートルーラの各音符の上にはビートガイドがあります。音符を動かすとビートガイドが動き、音

符の正確な時間的位を確認するのに役立ちます。

音符をコピーする
楽譜表示で、音符をコピーすることができます。

音符をコピーするには：


m



Option キーを押しながら新しい位置に符玉をドラッグします。
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音符のピッチを変更する
楽譜表示で、音符のピッチを変更、つまり音符をトランスポーズすることができます。

音符のピッチを変更するには：

m 音符を選択し、上か下にドラッグします。↑キーまたは↓キーを押して、選択した音符のピッチを

変更することもできます。

音符を動かすと、新しいピッチで音が鳴ります。

音符の継続時間を変更する
音符を選択すると、音符のデュレーションバーが表示されます。デュレーションバーを使うと音符

の継続時間（音符がどのくらいの時間続くか）を変更できます。

音符の継続時間を変更するには：

1 音符を選択します。


2 デュレーションバーの右端を左方向（音符を縮める場合）または右方向（音符を長くする場合）に

ドラッグします。デュレーションバーは、グラフィック表示で音符と同様の働きをします。

音符を削除する
プロジェクトに含めておきたくない音符は削除することができます。

音符を削除するには：

m 音符を選択し、
Deleteキーを押します。

音符のベロシティを変更する
多くのソフトウェア音源では、音符のベロシティによって音が変化します。グラフィック表示の場

合と同様に、楽譜表示で音符のベロシティを変えることができます。

音符のベロシティを変更するには：
m 音符を選択し、「ベロシティ」スライダを左方向（ベロシティを下げるとき）または右方向（ベロシ

ティを上げるとき）にドラッグします。選択した音符のベロシティは、コマンドキーを押して、音

符を上方向か下方向にドラッグして変更することもできます。

ペダルを踏む記号／離す記号を追加する
ピアノやほかのいくつかの楽器の楽譜には、サステインペダルの記号があります。サステインペダ

ルを踏むと、ペダルを離す（上げる）まですべての音符が持続します。ペダルを踏む記号と離す記

号を追加して、「
GarageBand」で音符を持続させるかどうかを制御します。

ペダル記号を追加するには、ペダルを離す記号を手動で配置することも、「
GarageBand」に小節の
最後にペダルを離す記号を自動的に配置させることもできます。
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ペダル記号を追加し、ペダルを離す記号を手動で置くには：

 

1 音価ボタンをクリックし、メニューからペダル記号を選択します。


2 コマンドキーを押しながら、楽譜表示エディタ上のペダルを踏む記号を付ける位置にポインタを置

きます。


3 マウスのボタンを押します。

そのポインタ位置にペダルを踏む記号が表示されます。


4 マウスのボタンを押したまま、ペダルを離す記号を付ける位置までドラッグします。


5 マウスのボタンを離します。

そのポインタ位置にペダルを離す記号が表示されます。

ペダルを離す記号が自動的に置かれるようにペダル記号を追加するには：

1 音価ボタンをクリックし、メニューからペダル記号を選択します。


2 コマンドキーを押しながら、楽譜表示エディタ上のペダルを踏む記号を付ける位置にポインタを置

きます。


3 マウスのボタンを押します。

そのポインタ位置にペダルを踏む記号が表示されます。


4 マウスのボタンを離します。

ペダルを踏む記号の後に現れる
16分音符の位置に、ペダルを離す記号が表示されます。ペダルを離
す記号は、新しい位置に移動することもできます。

ペダルを離す記号を移動するには：

1 ペダル記号をクリックして選択します。

ペダルを踏む記号とペダルを離す記号が緑色になり、選択されていることが示されます。


2 ペダルを上げる記号を新しい位置までドラッグし、マウスのボタンを離します。
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10 ミキシングする／エフェクトを
追加する

「
GarageBand」は、プロジェクトをミックスしたりプロ音質のエフェ
クトを追加したりできる完全なレコーディングスタジオをデスク
トップ上に実現します。

ここでは、ミキシングとエフェクトについての基礎知識に加え、以下の方法について学びます：

Â トラックの音量レベルとパンポジションを設定する

Â 音量とパンカーブを使用してダイナミック（動的）な変化を加える

Â 出力（マスター）音量を設定する

Â フェードインおよびフェードアウトをマスタートラックに追加する

Â プロジェクトの一部を別のキーにトランスポーズする

Â トラックエフェクトを追加する／調整する

Â エフェクトを入にする／切にする

Â エフェクトプリセットを編集する／保存する

ミキシングとは？
プロジェクトのアレンジが完成したら、プロジェクトのミキシングを行います。ミキシングでは、客

観的に音楽のサウンド全体を聴き、トラックやプロジェクト全体に変更を加えて曲の各部分間のバ

ランスを調整し、音楽のフォーカスを合わせ、ぴったりとくる「音」に仕上げます。

ミキシングでは、一般に次の作業を行います：

Â 音量レベルのバランスを調整する

Â パンの位置を設定する

Â 音量とパンカーブにダイナミック（動的）な変化を与える

Â エフェクトを使って曲を仕上げる
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トラックの音量レベルを設定する
プロジェクトで使用する音源とループは、音量（音の大きさ）のレベルが異なる場合があります。追

加したすべてのパートが聴こえるようにするには、音量レベルのバランスを取り、他のトラックの

音を掻き消したり、まぎれて聴こえなくなったりするトラックがないようにします。

これは、すべてのトラックを同じ音量レベルに設定するということではありません。一般に業界で

行われているミキシングでは、一部のトラック（普通はリードボーカル、ドラム、およびリードま

たはソロの楽器）の音量を上げ、それ以外のトラック（伴奏楽器やバックボーカル）の音量を下げ

ています。

トラックの音量レベルを設定するには：

m 各トラックに対して、音量スライダを左方向にドラッグして音量レベルを下げたり、右方向にドラッ

グして音量レベルを上げたりします。

トラックのパンポジションを設定する
各トラックをステレオフィールドの異なる位置に設定すると（パン）、ミックスに含まれている各ト

ラックを際立たせ、プロジェクトに立体感を与えることができます。

一般に業界で行われているミキシングでは、最も重要なトラック（普通はリードボーカル、ドラム、

およびリード楽器やソロ楽器）を中央または中央付近にパンし、それ以外のトラック（伴奏楽器や

バックボーカル）を左右にパンします。左または右
50パーセント以内にトラックをパンすると、自
然な音の空間になり、トラックを極端に左または右にパンすると、変わった人工的な響きになりま

す。

トラックのパンポジションを設定するには：
m 各トラックに対して、パンダイアルを左にドラッグしてトラックを左方向にパンするか、右にドラッ

グして右方向にパンします。ダイアルの縁に沿ってクリックし、パンの位置を設定することもでき

ます。

音量カーブおよびパンカーブを使用する
トラック音量およびパンを設定するだけでなく、音量カーブおよびパンカーブを使用して、音量お

よびパンを時間の経過と共に変化させることができます。時間の経過に従って変化させることを

オートメーションと呼び、「
GarageBand」では、各トラックに対して自動的に音量とパンを変化さ
せることができます。

トラックの音量カーブまたはパンカーブを入にするには：

1 トラックヘッダのソロボタンの右側にある三角形をクリックします。

トラックの下に、トラックの音量とパンカーブ用の空行が表示されます。


2 行の左側にあるポップアップメニューから、「トラック音量」または「トラックパン」を選択します。
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いったんトラックの音量カーブまたはパンカーブを入にしたら、カーブにコントロールポイントを

追加し、コントロールポイントをドラッグして変更を加え、その時点の音量またはパンの値を変更

します。

コントロールポイントを追加するには：

m エディタの線上の、コントロールポイントを追加する位置をクリックします。

コントロールポイントを調整するには、以下のいずれかの操作を行います：

Â コントロールポイントを新しい値に設定するには、上方向または下方向にドラッグします。

Â コントロールポイントをタイムライン上の別のポイントに移動するには、左方向または右方向に

ドラッグします。

行内にある垂直線を使用すれば、コントロールポイントをタイムラインの小節やビートに合わせる

ことができます。

出力音量を設定する
タイムラインの右下にあるマスター音量スライダを使って、プロジェクトの出力音量を設定できま

す。出力音量は、背景ノイズが打ち消される程度に高くすることをお勧めします。ただし、高くし

すぎてクリップノイズが発生することがないように注意してください。

マスター音量スライダでは、プロジェクトを書き出すときの音量を制御できます。プロジェクトの

再生音量を調整するときは、コンピュータの音量コントロールを使用します。

マスター音量を設定するには：
Â 出力音量を下げるときはマスター音量スライダ左方向にドラッグし、上げるときは右方向にド

ラッグします。
Optionキーを押しながらスライダをクリックすると、値がニュートラル（
0
dBゲ
イン）に戻ります。

Â プロジェクトを再生しながら、マスター音量スライダの上にあるマスターレベルメーターを見ま

す。プロジェクトを書き出す前に、レベルメーターの右にある小さな赤いランプが点灯しないこ

とを確認してください。これらのランプ（クリップインジケータと呼ばれます）が点灯した場合

は、プロジェクトの特定のポイントで音量レベルが高すぎるため、書き出したプロジェクトに歪

みまたは「クリップノイズ」が発生していることを示しています。

プロジェクトを書き出す前に、クリップ

ノイズインジケータが点灯していない
ことを確認してください。

プロジェクト全体の音量を調整するときは、

マスター音量スライダをドラッグします。
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フェードインおよびフェードアウトを追加する
ごく一般的なミキシング技術として、プロジェクトの先頭にフェードインを追加し、プロジェクト

の最後をフェードアウトするというものがあります。フェードインは音楽が「何もないところから

現れる」ように感じさせ、フェードアウトはプロジェクトの演奏が続いているような感覚を作り出

します。プロジェクトにフェードインとフェードアウトを追加して、プロジェクトの時間の経過に

従った音量の変化を加えることが簡単にできます。

フェードインを追加するには：

1 「トラック」＞「マスタートラックを表示」と選択します。

タイムラインの一番下に、マスタートラックが表示されます。


2 マスタートラックのヘッダにあるポップアップメニューから、「マスター音量」を選択します。

マスタートラックにマスター音量カーブが表示されます。


3 マスター音量カーブのフェードインを終了させる位置をクリックします。


4 マスタートラック先頭のコントロールポイントをドラッグして、フェードインを開始させる音量レ

ベルにまで下げます。完全に無音から開始するには、コントロールポイントを完全に下までドラッ

グします。

ここで、プロジェクトをはじめから再生してみます。プロジェクトのすべてのトラックが、それぞ

れの最終的な音量レベルまで次第にフェードインしていくのが分かります。

フェードアウトを追加するには：

1 「トラック」＞「マスタートラックを表示」と選択します。

タイムラインの一番下に、マスタートラックが表示されます。


2 マスタートラックのヘッダにあるポップアップメニューから、「マスター音量」を選択します。

マスタートラックにマスター音量カーブが表示されます。


3 マスター音量カーブのフェードアウトを開始させる位置をクリックし、フェードアウトを終了させ

る位置でクリックします。


4




2つ目に指定したコントロールポイントをドラッグして、フェードアウトを終了させる音量レベルに
まで下げます。完全に無音で終了するには、コントロールポイントを完全に下までドラッグします。

ここで、フェードアウトが始まる前の位置からプロジェクトを再生してみます。プロジェクトのす

べてのトラックが、それぞれの最終的な音量レベルまで次第にフェードアウトしていくのが分かり

ます。

プロジェクトの一部を別のキーにトランスポーズする
プロジェクトの途中で別のキーに移るプロジェクトはたくさんあります。このようなプロジェクト

は、新しいキーのままになる場合と、後でもとのキーに戻る場合とがあります。プロジェクトのマ

スタートラックで、プロジェクトを新しいキーに移すことができます。これをトランスポーズ（ま

たはモジュレート）と呼びます。






76 第
10章    ミキシングする／エフェクトを追加する





プロジェクトを別のキーへトランスポーズするには：

1 「トラック」＞「マスタートラックを表示」と選択します。

タイムラインの一番下に、マスタートラックが表示されます。


2 マスタートラックのヘッダにあるポップアップメニューから、「マスターピッチ」を選択します。

マスタートラックにマスターピッチのカーブが表示されます。


3 「マスターピッチ」という語の左側にあるボックスをクリックして、マスターピッチのカーブを入に
します。


4 マスターピッチのカーブの、プロジェクトのピッチを変更する位置をクリックします。


5 コントロールポイントを新しいキーに設定するには、上方向または下方向にドラッグします。音量

カーブおよびパンカーブとは異なり、マスターピッチのカーブのコントロールポイントは半音ごと

に動きます。

参考：プロジェクトを新しいキーにトランスポーズすると、リアル音源およびソフトウェア音源（録
音したものとループの両方）がトランスポーズされます。
Finder から追加したオーディオファイル
はトランスポーズされません。

エフェクトを使用する
エフェクトを使うと、さまざまな方法で曲のサウンドを作ったり補正したりすることができます。ラ

ジオでポピュラー音楽や映画のサウンドトラックを聴いたことのある人は、最近の音楽では違うエ

フェクトが使われているのを耳にしたことがあるでしょう。「
GarageBand」には、個々のトラック
や曲全体に使用してプロジェクトのサウンドを作るのに使用できるスタジオ品質のエフェクトが、

一式用意されています。

エフェクトのタイプ
「
GarageBand」には、以下のタイプのエフェクトが用意されています。

イコライザー（EQ）：
EQは、選択した周波数のレベルを変更できる、強力かつ柔軟なエフェクトで
す。
EQを使用すると、プロジェクトに微妙な変化を与えることも、劇的な変化を与えることもでき
ます。
EQはおそらく、ポピュラー音楽で最も一般的に使われるエフェクトです。

ダイナミック：ダイナミックエフェクトには、コンプレッサーやノイズゲートがあります。ダイナ

ミックエフェクトは、音楽の音量を時間的に制御することができます。

リバーブおよびエコー：リバーブとエコーは、ともにタイムベースエフェクトです。タイムベース

エフェクトは、音のコピーを保存し、遅らせて再生することで、音に奥行きを持たせます。

モジュレーション：モジュレーションエフェクトには、コーラス、フランジャー、およびフェイザー

があります。モジュレーションエフェクトは、コピーした信号を再生するときに、タイムベースエ

フェクトを基にシフトまたはモジュレートを実行することで得られます。また、モジュレーション

エフェクトには、元の信号に対して、コピーした信号をデチューンするものもあります。

ディストーション：ディストーションエフェクトには、アンプシミュレーションやオーバードライ

ブ（そして、もちろんディストーション！）があります。このエフェクトは、元の音の音色にアナ

ログまたはデジタルの歪みを持たせます。
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その他のエフェクト：ほかにも、「
GarageBand」には、トレモロやオートフィルタなど、さまざま
な方法で音に変化を与えるエフェクトがあります。

エフェクトを追加する
リアル音源トラックおよびソフトウェア音源トラックには、コンプレッサー、イコライザー（
EQ）、
エコー、およびリバーブといったエフェクトが用意されています。「トラック情報」パネルで、ト

ラックのエフェクトを調整したり、ほかのエフェクトを
 2 つまで追加することができます。リアル
音源トラックには、ノイズゲートエフェクトも含まれます。

マスタートラックには独自のエフェクトがあります。「トラック情報」パネルで、マスターエフェク

トを調整し、
1つのエフェクトをマスタートラックに追加できます。

エフェクトを追加するには：

1 トラック情報ボタン（「
i」という文字）をクリックするか、「トラック」＞「トラック情報を表示す
る」と選択して、「トラック情報」パネルを表示します。


2 必要に応じて「詳細」の三角形をクリックし、ウインドウの「エフェクト」セクションを表示します。


3 追加するエフェクトを、左側にあるポップアップメニューから
1つ選択します。エフェクトのポップ
アップメニューは、音源トラックには
2つ、マスタートラックには
1つあります。

エフェクトを追加および

調整する場合は、これらの
コントロールを使います。
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エフェクトを調整する
各エフェクトには、エフェクトの適用量を調整するスライダか、エフェクトのプリセットを選択す

るポップアップメニューのどちらかがあります。

トラックのエフェクトを調整するには：

1 トラックを選択し、トラック情報ボタンをクリックして、「トラック情報」パネルを開きます。


2 「詳細」の三角形をクリックして、トラックのエフェクト設定を表示します。


3 ゲート、コンプレッサー、エコー、およびリバーブの各エフェクトのスライダをドラッグして、エ

フェクトの適用量を調整します。イコライゼーションを調整するには、「イコライザー」ポップアッ

プメニューから新しい設定を選択します。プロジェクトを再生中の場合は、変更をただちに聴くこ

とができます。


4 左側のエフェクトポップアップメニューからエフェクトを
1つ選択し、右側にあるプリセットポップ
アップメニューからエフェクト設定を選択します。

追加できるエフェクトには、トレブルリダクション、バスリダクション、アンプシミュレーション、

コーラス、フランジャー、フェーズシフター、およびトレモロがあります。

エフェクトを入にする／切にする
個々のエフェクトを入または切にすることができます（エフェクトを切にすることを、ここではエ

フェクトをバイパスすると呼びます）。この操作の利点は、各エフェクトによって音楽の音がどう変

化するかを聴くことができることと、どのエフェクトがコンピュータのパフォーマンスに大きな影

響を与えるかを調べることができることです。

エフェクトを切にしてもエフェクトの現在の設定は保持され、調整した内容は失われません。

エフェクトを切にするには：
m 「トラック情報」パネルの「エフェクト」セクションで、エフェクトの隣にあるチェックボックスの

選択を解除します。エフェクトを再び入にするには、チェックボックスを選択します。

エフェクトのプリセットを選択する
いくつかエフェクトにはいくつかのプリセットが含まれているので、エフェクトの設定を簡単に調

整して特定の音を得ることができます。

エフェクトのプリセットを選択するには：
m 希望のプリセットを、エフェクトの行の右側にある「プリセット」ポップアップメニューから選択

します。
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エフェクトのプリセットを編集する
エフェクトプリセットを調整してエフェクトの音を微調整しオリジナルのプリセットを保存する

と、ほかの音源やプロジェクトで使うことができます。

エフェクトのプリセットを編集するには：

1 エフェクトのプリセットポップアップメニューの右側にある編集ボタン（鉛筆アイコンのついたボ

タン）をクリックします。

エフェクトの「プリセット」ウインドウが表示されます。各プリセットの設定には、スライダ、ボ

タンなどのコントロールがあり、各コントロールにはその目的を表すラベルが付いています。


2 プリセットウインドウでスライダをドラッグして、プリセットの設定を調整します。

エフェクトプリセットを調整すると、ポップアップメニューに「マニュアル」と表示されるので、元

のプリセットを変更したことが分かります。この「マニュアル」設定とそれ以外のプリセットの表

示を切り替えながら、各プリセットを比較してから新しいプリセットを保存できます。

エフェクトのプリセットを保存する
独自のプリセットを作成して保存し、ほかのトラックやプロジェクトで使用することができます。

エフェクトのプリセットを保存するには：

1 目的の音になるように、プリセットの設定を調整します。


2 ポップアップメニューから「プリセットを作成」を選択し、「保存」ダイアログでプリセットの名前

を入力します。






11




80 




11




GarageBandで
Podcastを作成する

「
GarageBand」で
Podcastを作成して「
iWeb」に送信し、インター
ネット上に公開できます。


Podcastはインターネットを経由してダウンロードするラジオ番組または
TV番組のようなものです。
視聴者は、個々の
Podcast エピソードをダウンロードすることも、
Podcast シリーズを視聴登録す
ることもできます。「
GarageBand」で
Podcastエピソードを作成すると、「
iWeb」などのアプリケー
ションを使ってインターネット上に公開できます。

「
GarageBand」で作成可能な

Podcast
は数種類あります：

Â オーディオPodcast エピソードには、オーディオファイルが入っています。

Â 拡張Podcast エピソードには、オーディオに加え、マーカー、アートワーク、
URLが入っています。

Â ビデオPodcast エピソードには、ムービーが入っています。ムービーと共にオーディオが含まれ

るものもあります。

Â 拡張ビデオPodcast エピソードには、ムービーに加え、オーディオ、マーカー、 
URLが入ってい
ます。

ここでは、以下の方法について学びます：

Â メディアブラウザを使って、「
iTunes」の曲と
GarageBandプロジェクトを検索、プレビューし、
読み込む

Â バックトラックをダッキングして、聴きやすいナレーションや会話を作成する

Â




Podcastトラックを表示する

Â マーカーとマーカーリージョンを追加および編集する

Â アートワーク、
URL、
URLタイトル、チャプタ・タイトルをマーカーに追加する

Â エピソードアートワークおよびエピソード情報を追加する

Â マーカーリージョンやエピソードアートワークを編集する

Â




iWebに
Podcastを送信する

Â




Podcastエピソードを書き出す
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Podcastエピソードを作成する
「
GarageBand」で拡張
Podcastエピソードを作成するには、以下の手順に従います： 


1 「
GarageBand」でオーディオを録音または追加して
Podcastオーディオを作成します。 


2 バックトラックにダッキングを適用します。


3




Podcastトラックを表示します。


4 マーカーリージョンを追加して、編集します。


5 マーカーリージョンにアートワークや
URLを追加します。


6 エピソードアートワークを追加します。


7 エピソード情報を編集します。

「
GarageBand」で
 Podcast を作成したら、それを「
iWeb」に送信したり、書き出して別のアプリ
ケーションで公開したりすることができます。


Podcastオーディオを作成する

Podcast は、ナレーションや会話だけで作成することも、音楽のバックトラックやサウンドエフェ
クトなどのサウンドを追加することもできます。ナレーションを録音するには、マイクをコンピュー

タに接続し（お使いのコンピュータにマイクが内蔵されている場合はそれを使うこともできます）、

リアル音源トラックを使用可能にして、マイクからリアル音源トラックに録音します。リアル音源

トラックの操作について詳しくは、
47
ページの「リアル音源を使って作業する」を参照してください。

追加した
Apple
Loopsや、録音したリアル音源およびソフトウェア音源を、
Podcastのバックトラッ
クとして使用することができます。ループブラウザには、
Podcast 用に作成したさまざまなループ
が用意されています。
Apple
Loopsを使った作業について詳しくは、
32
ページの「
Apple
Loopsを
使う」を参照してください。リアル音源の録音について詳しくは、
47
ページの「リアル音源を使っ
て作業する」を参照してください。ソフトウェア音源の録音について詳しくは、
55
ページの「ソフ
トウェア音源を使って作業する」を参照してください。

録音したナレーションや会話のサウンド補正に特に有効なスピーチエンハンサーエフェクトなど、

さまざまなエフェクトを追加したり調整したりできます。


iTunes ライブラリの曲を読み込んだり、
iLife プレビュー付きで保存したほかの
GarageBand プロ
ジェクトを
Podcastに読み込むこともできます。メディアブラウザで、「
iTunes」の曲と
GarageBand
プロジェクトを検索およびプレビューできます。

メディアブラウザでオーディオファイルを検索するには：

1 「コントロール」＞「メディアブラウザ」と選択します。

メディアブラウザがタイムラインの右に開きます。


2 「オーディオ」ボタンをクリックします。


3 ファイル領域で、使用したいオーディオファイルの入っているフォルダに移動します。「検索」フィー

ルドに名前を入力してファイルを検索することもできます。
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メディアブラウザでオーディオファイルをプレビューするには、以下のいずれかの操作を行います：

Â メディアリストでファイルを選択し、メディアブラウザの下部にある「再生」ボタンをクリック

します。

Â メディアリストでファイルをダブルクリックします。

オーディオファイルが再生を開始します。

プレビューの再生を停止するには、以下のいずれかの操作を行います：
Â メディアブラウザの下部にある「再生」ボタンをクリックします。

Â 別のオーディオファイルを選択します。

オーディオファイルを読み込むには：
m オーディオファイルを、メディアブラウザからタイムラインにドラッグします。

別のフォルダをメディアブラウザに追加し、そのフォルダのメディアファイルをプロジェクトに追

加することもできます。

フォルダをメディアブラウザに追加するには：
m フォルダを、
Finderからメディアブラウザの中央の領域にドラッグします。

フォルダまたはプレイリストを

選択します。

クリックして、選択した曲
またはプロジェクトを

プレビューします。

このリストから曲、プロジェクト、

またはその他のオーディオファイルを
選択します。
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バックトラックをダッキングする

Podcast を作成しているときに、バックトラックの音量を下げて、話しているナレーションや会話
を聞き取りやすくしたい場合があります。一部のトラックの音量を下げてほかのトラックを聞き取

りやすくすることを「ダッキング」と言います。

ダッキングを適用するには、トラックにリードトラックとバックトラックを設定します。リードト

ラックにサウンドがあるときは、常にバックトラックの音量を下げ、その他のトラックの音量をす

べて同じままにします。
Podcast のリアル音源トラックやソフトウェア音源トラックにダッキング
を適用できます。

トラックをリードトラックにするには：

1 「コントロール」＞「ダッキング」と選択します。

ダッキングのコントロールは各トラックのヘッダに表示され、上向きまたは下向きの三角形で表さ

れます。


2 トラックのダッキングコントロールの上の部分（上向き三角形）をクリックします。

トラックをバックトラックにするには：

1 「コントロール」＞「ダッキング」と選択します。

ダッキングのコントロールは各トラックのヘッダに表示され、上向きまたは下向きの三角形で表さ

れます。


2 トラックのダッキングコントロールの下の部分（下向き三角形）をクリックします。

プロジェクトを再生したり、「
iWeb」に送信したり、書き出したりする場合、リードトラックにサウ
ンドがあるときはいつでもバックトラックがダッキングされます。「ダッキングの量」スライダを

使って、これらのトラックのダッキングの量（音量の減少）を調整できます。

ダッキングの量を調整するには：

1 トラック情報パネルを表示します。


2 「マスタートラック」をクリックし、「詳細」の三角形をクリックします。


3 「ダッキングの量」スライダを右方向にドラッグするとダッキングの量が増大し、左方向にドラッグ
するとダッキングの量が減少します。

マーカーを追加する／編集する



Podcastにマーカーを追加して、その
Podcastを拡張
Podcastにできます。
Podcastにマーカーを
追加すると、そのマーカーは
Podcastトラックにマーカーリージョンとして表示されます。マーカー
リージョンは、マーカーに追加したアートワークまたは
URL の表示が続く期間を示します。マーカー
リージョンを移動またはサイズ変更すると、この期間を変更できます。


Podcast
トラックを表示するには：
m 「トラック」＞「
Podcastトラックを表示」と選択します。

タイムラインのほかのトラックの上に
Podcast トラックが表示され、エディタが開きます。エディ
タには、各マーカーの開始時間、アートワーク、チャプタ・タイトル、
URL タイトル、および
URL
のカラムを含むマーカーリストが表示されます。
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参考：プロジェクトには
 Podcast トラックかビデオトラックのいずれかを含めることができます。
両方を含めることはできません。ビデオトラックを含むプロジェクトに
Podcast トラックを表示し
ようとすると、ビデオトラックを
Podcast トラックに置き換えるかどうかを確認するダイアログが
表示されます。

マーカーを追加するには：

1 マーカーを追加したい場所に再生ヘッドを移動します。


2 「マーカーを追加」ボタンをクリックします。

エディタにマーカーが表示され、マーカーの開始時間がマーカーの行の「時間」カラムに表示され

ます。また、マーカーは、
Podcast トラックにマーカーリージョンとして表示されます。マーカー
リージョンは、タイムラインのほかのリージョンと同じように編集でき、アートワークや
URLが表
示される時期、および
Podcastの再生時にアートワークや
URLが表示される期間を制御できます。

マーカーリージョンを移動するには、以下のいずれかの操作を行います：
Â



Podcastトラックで、マーカーリージョンを新しい位置にドラッグします。

Â エディタで、マーカーリージョンの開始時間をクリックし、新しい開始時間を入力します。

マーカーリージョンのサイズを変更するには：


m マーカーリージョンの左または右のいずれかの端を、サイズを変更したい位置までドラッグします。

マーカーリージョンをループさせることはできません。

マーカーリージョンアートワークを追加する
個々のマーカーリージョンにアートワークを追加することができます。
Podcast を再生する場合、
マーカーリージョンアートワークがマーカーリージョンの始まりから終わりまで表示されます。

マーカーリージョンにアートワークを追加するには：

1 メディアブラウザを開き、「写真」ボタンをクリックします。


2 メディアブラウザで、追加したいアートワークを探します。

ここをクリックして

マーカーを追加します。

マーカーの開始時間を編集し、アート

ワーク、
URL、
URLタイトル、チャプタ・
タイトルをマーカーリストに追加します。
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3 メディアブラウザ内のアートワークを、エディタのマーカーの行の「アートワーク」ボックスにド

ラッグします。
Podcastトラックに直接アートワークをドラッグすることもできます。これにより、
アートワークを持つ新しいマーカーリージョンが追加されます。

アートワークは、
Podcast トラックのマーカーリージョンとエディタのリージョンの「アートワー
ク」カラムに表示されます。「アートワークを表示」チェックボックスが選択されます。マーカーの

行の「アートワーク」カラムに新しいイメージをドラッグすると、マーカーのアートワークを変更

することができます。

マーカーに
URLを追加する
マーカーに
URLを追加して、その
URLにタイトルを付けることができます。
Podcastを再生する場
合、
URL がマーカーリージョンの始まりから終わりまで表示されます。
URLをクリックすると、
Web
ブラウザが開いてその
URLが示す
Webページが表示されます。

マーカーに
URLを追加するには：

1 エディタで、マーカーの行の「
URL」カラムのプレースホルダのテキストをクリックして、
URLを入
力します。

マーカーの「
URLを表示」チェックボックスが選択されます。


2 エディタで、マーカーの行の「
URLタイトル」カラムのプレースホルダのテキストをクリックして、
タイトルを入力します。


URLタイトルを追加すると、
Podcastの再生時にそのタイトルが実際の
URLの代わりに表示されま
すが、タイトルをクリックするとブラウザがその
URLの
Webページを開きます。

チャプタ・タイトルを追加する
マーカーにチャプタ・タイトルを追加して、チャプタマーカーにすることができます。「
iTunes」、
「
iDVD」、または「
QuickTime
Player」でムービーを再生する場合、チャプタ単位で前後に簡単に移
動できます。

マーカーにチャプタ・タイトルを追加するには：
m エディタで、マーカーの行の「チャプタ・タイトル」カラムのプレースホルダのテキストを選択し

て、タイトルを入力します。

マーカーを削除する

Podcastにいらなくなったマーカーは削除できます。

マーカーを削除するには、以下のいずれかの操作を行います：
Â



Podcastトラックでマーカーリージョンを選択し、
Delete キーを押します。

Â エディタでマーカーリストのマーカーを選択し、
Deleteキーを押します。
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エピソードアートワークを追加する

Podcast トラックにエピソードアートワークを追加できます。
Podcast を「
iTunes」で再生したり
「
iWeb」で表示したりする場合、マーカーリージョンに独自のアートワークがないときは、必ずエピ
ソードアートワークが表示されます。

エピソードアートワークを追加するには：

1 メディアブラウザで、追加したいアートワークを探します。


2 メディアブラウザ内のアートワークをエディタの「エピソードのアートワーク」ウェルにドラッグ

します。

エピソードアートワークが「エピソードのアートワーク」ウェルに表示されます。
Podcast を再生
する場合、マーカーリージョンにアートワークがないとエピソードのアートワークが表示されます。

アートワークを編集する
マーカーリージョンアートワークとエピソードアートワークはサイズを変更したりトリミングした

りできます。イメージエディタでアートワークのサイズを変更したりトリミングしたりして、オリ

ジナルのイメージの全体または部分を表示することができます。

アートワークを編集するには：

1 「エピソードのアートワーク」ウェルまたはマーカーリストでアートワークをダブルクリックします。

イメージエディタが開き、アートワークが表示されます。


2 サイズスライダをドラッグして、アートワークのサイズを好みの大きさに変更します。黒い正方形

は、
Podcast
を再生した場合にアートワークのどの部分が表示されるかを示しています。


3 表示したい部分が正方形の境界の内側に入るように、アートワークをドラッグします。


4 新しいイメージをイメージエディタにドラッグすることによって、アートワークを置き換えること

もできます。


5 作業を終えたら、「設定」をクリックします。

エピソード情報を編集する
各
Podcastエピソードには、エピソードタイトル、作者、説明などの情報を格納できます。エピソー
ドには「ペアレンタル」も指定できます。これは「
iTunes」で
Podcastを再生する場合に表示されます。

エピソード情報を編集するには：

1



Podcast
トラックを選択します。


2 「トラック」＞「トラック情報を表示」と選択して、「トラック情報」パネルを開きます。

「トラック情報」パネルが開き、「エピソード情報」パネルが表示されます。


3




Podcast
エピソードにタイトルを付けるには、「タイトル」フィールドをクリックして、タイトルを
入力します。


4 アーティスト情報を追加するには、「アーティスト」フィールドをクリックして、アーティストの名

前を入力します。


5 「ペアレンタル」ポップアップメニューからペアレンタルコントロールの規制の内容を選択します。
選択可能な項目は、「なし」、

「クリーン」、「露骨な内容

(EXPLICIT)」です。デフォルトは、「なし」です。


6




Podcast
エピソードの説明を付けるには、「説明」フィールドをクリックして、説明を入力します。
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ビデオ
Podcastエピソードを作成する
ビデオ
Podcastの作成方法はオーディオ
Podcastの場合と似ていますが、ビデオ
Podcastにはビデ
オファイルがあり、アートワークがない点が異なります。「
GarageBand」で拡張ビデオ
Podcastエ
ピソードを作成するには、以下の手順に従います：


1




iMovie プロジェクトを「
GarageBand」に送信するか、ビデオファイルをメディアブラウザから読
み込みます。


2 「
GarageBand」で、
Podcastオーディオを作成します。


3 バックトラックにダッキングを適用します。


4 マーカーリージョンを追加して、編集します。


5




URLとチャプタ・タイトルを追加します。


6 エピソード情報を編集します。


81
ページの「
Podcast エピソードを作成する」で説明されている手順と同じ手順で
 Podcast オー
ディオを作成します。
iMovie プロジェクトを「
GarageBand」に送信したり、ビデオファイルを読
み込んだり、
GarageBand プロジェクトでビデオを使って作業したりする手順について詳しくは、

88
ページの「
iMovieまたはビデオのサウンドトラックを作成する」を参照してください。

「
GarageBand」でビデオ
Podcast を作成したら、それを「
iWeb」に送信したり、書き出して別のア
プリケーションで公開したりすることができます。

「
iWeb」に
Podcastを送信する

Podcastを「
iWeb」に送信し、そこからシリーズの一部として公開することができます。

「
iWeb」に
Podcastを送信するには：
m 「共有」＞「
iWebに
Podcastを送信」と選択します。

プロジェクトの先頭から最後のリージョンの終了ポイントまで、プロジェクト全体が書き出されます。


Podcastエピソードを書き出す
プロジェクトを
Podcastエピソードとして書き出したり、別の
Podcastアプリケーションを使って
公開したりすることができます。デフォルトでは、「共有」メニューから
 Podcast を「
iWeb」に書
き出すことができます。別のアプリケーションを使って
Podcastを書き出したい場合、 
Podcast エ
ピソードをディスクに保存するようメニューコマンドを変更できます。

プロジェクトを
Podcastエピソードとして書き出すには：

1 「
GarageBand」＞「環境設定」と選択し、「書き出し」をクリックします。


2 「書き出し」パネルで、「
Podcastを公開」の下にある「ディスクに保存」ボタンを選択します。


3 「環境設定」ウインドウを閉じます。


4 「共有」＞「
Podcastとして書き出し」と選択します。

ファイルは、現在のビデオとオーディオの圧縮設定で書き出されます。
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iMovieまたはビデオのサウンド
トラックを作成する

「
GarageBand」では、
iMovieプロジェクトおよびその他のビデオファ
イル用の音楽を簡単に作成できます。


GarageBandプロジェクトで
iMovieプロジェクトやその他の
QuickTime互換ビデオファイルを操
作したり、サウンドトラックの作成中にビデオを表示したり、マーカーを追加／編集したり、（ビデ

オとオーディオの両方を含む）完成したムービーを「
iDVD」に送信して 
DVDを作成したり、「
iWeb」
に送信してビデオ
Podcastとして公開したりできます。プロジェクトを
QuickTimeムービーとして
書き出すこともできます。

ここでは、以下の方法について学びます：

Â




iMovie プロジェクトを「
GarageBand」に送信する

Â メディアブラウザでビデオファイルを検索およびプレビューする

Â ビデオファイルをプロジェクトに読み込む

Â 作業中にビデオを表示する

Â ビデオのオーディオトラックを編集する

Â マーカーを追加および編集する

Â




URL、
URLタイトル、チャプタ・タイトルをマーカーに追加する

Â エピソード情報を追加する

Â ムービーを「
iDVD」に送信する

Â ムービーを
QuickTimeムービーとして書き出す


iMovieプロジェクトを「
GarageBand」に送信する

iMovie プロジェクトを「
iMovie」から「
GarageBand」に送信できます。
iMovieプロジェクトを送
信すると、「
GarageBand」が開いて、
iMovieプロジェクトを含む新しいプロジェクトが作成されま
す。「
GarageBand」がすでに開いている場合、現在のプロジェクトは、新しいプロジェクトが作成
される前に閉じます。


iMovieプロジェクトを「 
iMovie」から「
GarageBand」に送信するには：
m 「
iMovie」で「共有」＞「
GarageBand」と選択します。
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メディアブラウザからビデオファイルを読み込む 

iMovie プロジェクトやその他のビデオファイルをメディアブラウザから読み込むことができます。
メディアブラウザを使うと、ほかのメディアファイルの場合と同様に、お使いのコンピュータの

「ムービー」フォルダの中にある
 iMovie プロジェクトやその他のビデオファイルをすばやく検索す
ることができます。ビデオファイルは、
GarageBand プロジェクトに追加する前に名前で検索して
プレビューできます。

メディアブラウザを開くには、以下のいずれかの操作を行います：

Â「コントロール」＞「メディアブラウザを表示」と選択します。

Â（トラック情報ボタンの横にある）メディアブラウザ・ボタンをクリックします。

メディアブラウザには、メディアファイルの種類に対応するボタン、使いたいメディアファイルを

見つけるためのブラウザ、現在の場所のメディアファイルを表示するメディアリストがあります。メ

ディアブラウザでムービーをプレビューし、「
GarageBand」で操作するムービーを見つけることが
できます。操作したいムービーを見つけたら、それをタイムラインにドラッグしてプロジェクトに

読み込みます。

メディアブラウザを使ってビデオファイルを検索するには：

1 「ムービー」ボタンをクリックします。


2 使用したいムービーを保存しているフォルダに移動します。


3 必要に応じ、「検索」フィールドにムービー名を入力して検索することもできます。

メディアブラウザでビデオファイルをプレビューするには、以下のいずれかの操作を行います：
Â メディアリストでファイルを選択し、メディアブラウザの下部にある「再生」ボタンをクリック

します。

Â メディアリストでファイルをダブルクリックします。

ムービーアイコンの形が変わり、ムービーが小さなプレビューで再生されます。

プレビューの再生を停止するには、以下のいずれかの操作を行います：
Â メディアブラウザの下部にある「再生」ボタンをクリックします。

Â 別のビデオファイルを選択します。

ビデオファイルを読み込むには：
m ビデオファイルを、メディアブラウザからタイムラインにドラッグします。

ビデオファイルが、プロジェクトの開始位置でビデオトラックに表示されます。プロジェクト内の

ビデオの位置を変更することはできません。

参考：プロジェクトには、ビデオファイルを
 1 つだけ含めることができます。すでにビデオファイ
ルがあるプロジェクトにビデオファイルを読み込むと、既存のビデオを新しいビデオに置き換える

かどうかを確認するダイアログが表示されます。

メディアブラウザには、「ムービー」フォルダ内のムービーが表示されます。別のフォルダをメディ

アブラウザに追加し、そのフォルダのメディアファイルをプロジェクトに追加することもできます。

フォルダをメディアブラウザに追加するには：
m フォルダを、
Finderからメディアブラウザの中央の領域にドラッグします。
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ビデオを表示する
ビデオファイルをプロジュクトに読み込むと、ビデオトラックが、ビデオファイルの静止画フレー

ムの形でタイムラインの最上部に表示されます。メディアブラウザに代わって「トラック情報」パ

ネルが表示されます。上部にビデオプレビューが表示され、そこでプロジェクトの再生中にビデオ

を表示できます。

ビデオトラックとビデオプレビューを表示するには：

m 「トラック」＞「ビデオトラックを表示」と選択します。

ビデオトラックとビデオプレビューを隠すには：

m 「トラック」＞「ビデオトラックを隠す」と選択します。

ビデオのオーディオトラックを使って作業する
ビデオにオーディオトラックが含まれる場合は、ビデオのオーディオ用に「
Video
Sound」という
名前の新しいリアル音源トラックがビデオトラックの下に作成されます。「
Video
Sound」のトラッ
クは、リアル音源トラックと同じように、消音にしたり、ソロにしたり、音量やパンポジションを

調整したり、エフェクトを追加したりして編集できます。

参考：「 
Video
Sound」のトラックを消音にすると、ムービーを「
iDVD」や「
iWeb」に送信したり、

QuickTimeムービーとして書き出したりする際に、ビデオのオーディオは含まれません。

マーカーを追加する／編集する
プロジェクトにマーカーを追加して、マーカーに
URL やチャプタ・タイトルを追加できます。マー
カーを使用すると、簡単に完成したムービーの別の部分に移動したり、
Web ページへのリンクを追
加したりできます。エディタでマーカーを追加して編集できます。

エディタでマーカー情報を表示するには：
m ビデオトラックを選択して、「コントロール」＞「エディタを表示」と選択するか、エディタボタン

をクリックします。

エディタが開きます。マーカー表示では、エディタには、開始時間を示すカラム、ビデオの静止画

フレーム、各マーカーのチャプタ・タイトルを表示するマーカーリストがあります。

マーカーを追加するには：

1 マーカーを追加したい場所に再生ヘッドを移動します。


2 エディタの下部にある「マーカーを追加」ボタンをクリックします。

エディタで、マーカーを追加した時間位置が「時間」カラムに表示され、その位置のビデオのフレー

ムが「静止画フレーム」カラムに表示されます。
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マーカーに
URLを追加する
マーカーに
 URL を追加して、その
 URL にタイトルを付けることができます。「
iTunes」、「
iDVD」、
または「
QuickTime
Player」でムービーを再生する場合、次のマーカーの開始点まで
URLが表示さ
れます。
URLをクリックすると、
Webブラウザが開いてその
URLが示す
Webページが表示されます。

マーカーに
URLを追加するには：

1 エディタで、マーカーの行の「
URL」カラムのプレースホルダのテキストをクリックして、
URLを入
力します。

マーカーの「
URLを表示」チェックボックスが選択されます。


2 エディタで、マーカーの行の「
URLタイトル」カラムのプレースホルダのテキストをクリックして、
タイトルを入力します。


URLタイトルを追加すると、ムービーの再生時にそのタイトルが実際の
URLの代わりに表示されま
すが、タイトルをクリックするとブラウザがその
URLの
Webページを開きます。

チャプタ・タイトルを追加する
マーカーにチャプタ・タイトルを追加して、チャプタマーカーにすることができます。「
iTunes」、
「
iDVD」、または「
QuickTime
Player」でムービーを再生する場合、チャプタ単位で前後に移動でき
ます。

マーカーにチャプタ・タイトルを追加するには：

m エディタで、マーカーの行の「チャプタ・タイトル」カラムのプレースホルダのテキストを選択し

て、新しいタイトルを入力します。

時間ルーラで、黄色いダイヤモンド印がマーカーの開始位置に表示されます。エディタで「チャプ

タをマーク」チェックボックスが選択されます。

ムービーを「
iDVD」に送信する
ビデオとオーディオを含むプロジェクトを「
iDVD」に送信して、
DVDディスクに記録することがで
きます。
DVD を見る場合は、プロジェクトのチャプタマーカーを使用して、ムービーの別の部分に
移動できます。
URLと
URLタイトルが
DVDのムービーに表示されます。

ムービーを「
iDVD」に送信するには：
m 「共有」＞「
iDVDにムービーを送信」と選択します。

参考：プロジェクトを「
iDVD」に送信する場合、ビデオ圧縮はプロジェクトに適用されません。こ
うした変更については、ほとんどの場合「
iDVD」で行うことを想定しています。
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「
iWeb」にビデオ
Podcastを送信する
ビデオを含むプロジェクトをビデオ
Podcastとして「
iWeb」に送信し、インターネット上に公開で
きます。ビデオ
Podcastを見る場合、
URLをクリックして関連する 
Webページを
Webブラウザに
表示したり、チャプタ単位で前後に移動したりできます。ビデオ
Podcastの作成について詳しくは、

80
ページの「
GarageBandで
Podcastを作成する」を参照してください。

ビデオ
Podcastの書き出
しについて詳しくは、
87
ページの「「
iWeb」に
Podcastを送信する」を参照してください。

プロジェクトを
QuickTimeムービーとして書き出す
ビデオを含むプロジェクトを
 QuickTime ムービー（
.mov）フォーマットで書き出すことができま
す。プロジェクトをムービーとして書き出すと、ムービーには「
GarageBand」で作成したビデオと
サウンドトラックの両方が含まれます。ムービーの書き出し時に「ビデオサウンド」のトラックを

ミュートしない限り、ビデオのオーディオも含まれます。

プロジェクトを
QuickTimeムービーとして書き出すには：
m 「共有」＞「
QuickTime
ムービーとして書き出し」と選択します。

プロジェクトは、現在のムービーの圧縮設定で書き出されます。ムービーの圧縮設定は、書き出さ

れたムービーでビデオとオーディオの両方を圧縮します。

書き出されたムービーを使用したい方法に合うように、圧縮設定を変更できます。プロジェクトが

開いている状態で圧縮設定を変更するまで、圧縮設定は、
GarageBand プロジェクトの一部として
保存されます。

ビデオの圧縮設定を選択するには：

1 「
GarageBand」＞「環境設定」と選択し、「書き出し」をクリックします。


2 「書き出し」パネルの「ムービー設定」ポップアップメニューから、使用したい設定を選択します。
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A キーボードショートカット

操作 ショートカット

ナビゲーション／再生ヘッドの移動

再生する／一時停止する スペースバー

先頭に移動する
 Homeまたは
Z

終了位置に移動する
 Endまたは
Option＋
Z

1小節だけ戻る ←


1小節だけ進む →

タイムラインの表示幅だけ戻る
 Page
Up

タイムラインの表示幅だけ進む
 Page
Down

縮小する
 Control＋←

拡大する
 Control＋→

トラック

新規トラックを作成 コマンド＋
Option＋
N

トラックを複製 コマンド＋
D

選択したトラックを削除 コマンド＋
Delete

1つ上のトラックを選択 ↑


1つ下のトラックを選択 ↓

選択したトラックをミュートする（無音状態にする）／解除する
 M

選択したトラックをソロにする（単独で再生する）／解除する
 S

トラックの音量カーブを表示する／隠す
 A

マスタートラックを表示する／隠す コマンド＋
B

Podcast
トラックを表示する／隠す コマンド＋
Shift＋
B

ビデオトラックを表示する／隠す コマンド＋
Option＋
B

「トラック情報」パネル

トラック情報を表示する／隠す コマンド＋アイ（
I）


1つ上のカテゴリーまたは音源を選択する ↑（「トラック情報」パネルが開いて
いて、カテゴリーまたは音源が選択

されているとき）
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A



キーボードショートカット








1つ下のカテゴリーまたは音源を選択する ↓（「トラック情報」パネルが開いて

いて、カテゴリーまたは音源が選択
されているとき）

音源カラムからカテゴリーカラムに移動する ←（「トラック情報」パネルが開いて
いて、音源が選択されているとき）

カテゴリーカラムから音源カラムに移動する →（「トラック情報」パネルが開いて
いて、カテゴリーが選択されている

とき）

編集とアレンジ

取り消し コマンド＋
Z

やり直し コマンド＋
Shift＋
Z

カット コマンド＋
X

コピー コマンド＋
C

ペースト コマンド＋
V

Delete Delete

すべてを選択 コマンド＋
A

リージョンを分割 コマンド＋
T

選択したリージョンを結合 コマンド＋
J

グリッドに沿う コマンド＋
G

ダッキングを有効にする／無効にする コマンド＋
Shift＋
F

録音

録音を開始する／停止する
 R

サイクルリージョンを入にする／切にする
 C

メトロノームを入にする／切にする コマンド＋
U

カウントインを入にする／切にする コマンド＋
Shift＋
U

音源チューナーを入にする／切にする コマンド＋
F

楽譜表示

選択した音符を前のグリッド位置に移動する ←

選択した音符を次のグリッド位置に移動する →

選択した音符を

1
小節移動する
 Shift＋←

選択した音符を

1
小節前に移動する
 Shift＋→

選択した音符を半音上にトランスポーズする ↑

選択した音符を半音下にトランスポーズする ↓

選択した音符を

1
オクターブ上にトランスポーズする
 Shift＋↑

選択した音符を

1
オクターブ下にトランスポーズする
 Shift＋↓

マスター音量を調整する

マスター音量を上げる コマンド＋↑

マスター音量を下げる コマンド＋↓

操作 ショートカット
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ウインドウとエディタを表示する

トラックミキサーを表示する コマンド＋
Y

「トラック情報」パネルを表示する コマンド＋アイ（
I）

エディタを表示する コマンド＋
E

メディアブラウザを表示する コマンド＋
R

ループブラウザを表示する コマンド＋
L

オンスクリーンキーボードを表示する コマンド＋
K

ミュージックタイピングのウインドウを表示する コマンド＋
Shift＋
K

「ファイル」メニューの機能

新規 コマンド＋
N

開く コマンド＋オー（
O）

閉じる コマンド＋
W

保存 コマンド＋
S

別名で保存 コマンド＋
Shift＋
S

「
GarageBand」メニューの機能

「
GarageBand
」環境設定を表示する／隠す コマンド＋カンマ（
,）


GarageBand
を隠す コマンド＋
H

ほかのアプリケーションを隠す コマンド＋
Option＋
H

GarageBand を終了 コマンド＋
Q

「ヘルプ」メニューの機能


GarageBand
ヘルプ コマンド＋疑問符（
?）

操作 ショートカット
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B 楽器をコンピュータに接続する

歌や楽器演奏ができる場合は、コンピュータに楽器またはマイクを接
続して、「
GarageBand」のプロジェクトに自分の演奏を録音できます。

録音したものは、タイムライン上にトラックのリージョンとして表示されます。トラックにエフェ

クトを追加し、エディタでリージョンを編集することができます。

楽器またはマイクを接続する
電子楽器やマイクをコンピュータに接続してリアル音源トラックに録音できます。

お使いのコンピュータにオーディオ入力ポートが付いている場合は、そのポートを使ってマイクを

コンピュータに接続できます。オーディオインターフェイスをコンピュータに接続し、音源やマイ

クをそのオーディオインターフェイスに接続して録音することもできます。オーディオインター

フェイスは、
USB、
FireWire、
PCI、
PCカードなど、互換性のあるさまざまな形式のものを利用でき
ます。また、オーディオミキサーやコンソールをコンピュータに接続して、そのミキサーを使って

マイクや音源を録音することもできます。

オーディオインターフェイスを使って音源を接続する場合は、
Mac
OS
X
10.2.6以降と互換性がある
かどうかを製造元が提供する仕様書で確認してください。また、オーディオインターフェイスが、お

使いのコンピュータでサポートされている形式であることも確認してください。付属の説明書の指

示に従ってください。場合によっては、適切なドライバをコンピュータにインストールする必要が

あります。

音源またはマイクをコンピュータのオーディオ入力ポートに接続する場合は、「システム環境設定」

を開き、「サウンド」環境設定のボタンをクリックし、「サウンド」パネルの「入力」タブをクリッ

クします。次に、サウンド入力リストの「ライン入力」を選択してから、「入力」音量スライダをド

ラッグして入力レベルを設定します。
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音楽キーボードをコンピュータに接続する
キーボード楽器を演奏できる場合は、
MIDI対応の音楽キーボードをコンピュータに接続して、ソフ
トウェア音源を演奏したり録音したりできます。

音楽キーボードを接続してソフトウェア音源を使って演奏するには：


Â



USB
MIDIキーボードの場合は、
USBケーブルを使ってキーボードとコンピュータを接続します。

Â 標準の
MIDIキーボードの場合は、標準の
MIDIケーブルを使ってキーボードを
MIDIインターフェイ
スに接続し、
MIDIインターフェイスをコンピュータに接続します。

キーボードに付属の説明書の指示に従ってください。適切なドライバをコンピュータにインストー

ルする必要がある場合があります。

ほかの楽器を接続する
また、プロジェクトを再生するときに、コンピュータのスピーカーよりも優れた音質で聴きたい場

合は、コンピュータにスピーカーまたはモニタを接続することもできます。モニタとスピーカーに

は、コンピュータのオーディオ出力ポートへの直接接続、
USBポート接続、オーディオインターフェ
イス接続など、さまざまな種類のものがあります。

オーディオインターフェイスをコンピュータに接続した場合は、そのオーディオインターフェイス

を「
GarageBand」のオーディオ入力デバイスとして設定します。オーディオ入力デバイスを設定す
る前に、そのデバイスに必要なドライバをすべてインストールしてください。

オーディオインターフェイスをオーディオ入力デバイスとして設定するには：

1 「
GarageBand」＞「環境設定」と選択し、「オーディオ／
MIDI」をクリックします。


2 「オーディオ／
MIDI」パネルで、「オーディオ入力」ポップアップメニューからそのオーディオイン
ターフェイスを選択します。

マイク、音源、またはその他のオーディオデバイスを直接コンピュータのオーディオ入力ポートに

接続している場合は、「システム環境設定」の「サウンド」パネルでそのデバイスの入力設定が必要

になることがあります。

システム環境設定で入力設定を設定するには：

1 アップル（）メニュー＞「システム環境設定」と選択し、「サウンド」をクリックします。 


2 「サウンド」環境設定パネルで、「入力」ボタンをクリックします。


3 サウンド入力デバイスリストから「ライン入力」を選択してから、「入力音量」スライダをドラッグ

して入力レベルを設定します。






www.apple.com/jp/garageband
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